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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　駒都え～じ
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第十九話　秘薬騒動物語・上










「和かず樹きさん！　なんですかこれは！」


「こっ、これって……え？」


「制せい服ふくに匂においが付いています」


「匂い……焼き肉屋に行ってないけど」


「移うつり香がです！　香こう水すい！」


　式しき森もり和樹は慌あわてて制服に鼻をつけた。良く分からない。なんとなく、花の香かおりがあるようなないような感じだ。


「……分かんないけど」


「いいえ、これはシャネルです。わたしがまだ未成年だからって、おっ、大人の女と……」


　宮みや間ま夕ゆう菜なの瞳ひとみに火が灯ともる。チャッカマンより素す早ばやい点火であり、リンナイガス器具よりも大きな炎ほのおであった。


「でっ、でもこれ、なんだかさっぱり……」


　そういえば用事で職しよく員いん室しつに入ったとき、女の教きよう師しとすれ違ちがった。その時に移ったのかもしれない。だとしても、極ごく微び量りようなので常じよう人じんには感知できないはずだ。


　だが夕菜は、およそ和樹のこととなると、警けい察さつ犬けんよりも鋭するどい嗅きゆう覚かくの持ち主になるのだ。


「絶ぜつ対たいに浮うわ気きです！　こっ……この……」


　夕菜の髪かみの毛が浮うかび上がり、銀色の粒つぶが乱らん舞ぶする。和樹は腰こしを抜ぬかして動けない。


「いや……だから……ちょっと……」


「浮気者ー!!」


　悲鳴と爆ばく発はつ音は同時に響ひびいた。





　二階で起こった惨さん劇げきを、神かみ城しろ凜りんと風かぜ椿つばき玖く里り子こは一階のリビングで聞いた。


「またやってるのね」


　玖里子がコーヒーのカップを手に、天てん井じようを眺ながめる。


「夕菜ちゃんも毎回毎回よく飽あきないわね。隙すきのある和樹もどうかと思うけど」


「しっかりしていないからです」


　凜はほうじ茶の入った湯飲みを持っていた。


「男子たるもの、常つねに身辺を清せい潔けつにし、居い住ずまいを正さなければなりません。式森はだらしなさすぎます。せめて夕菜さんの父上のようになれば、将しよう来らい学界で名を上げるほどの人間に……」


「健けん太た郎ろうさん、エミリーって子との浮気がばれて、夕菜ちゃんのお母さんに捕つかまったわよ。ナポリの古こ城じように監かん禁きんされているって」


「…………」


　夕菜父の宮間健太郎は、何な故ぜか自分の助手に人気があった。それを夕菜母である宮間由ゆ香か里りが、誰だれよりも早くかぎつけるのである。伝でん統とう芸げい能のうを継けい承しようしているような一家であった。


「ま、まあ……誰でも一度くらい過あやまちを犯おかすでしょう。しかし式森は多すぎます。もう少し自じ己この研けん鑽さんというものを」


　また爆発音がして、家全体がびりびり震ふるえた。壁かべが抜けたらしい。庭になにか落ちてくる。


「あー、もう。あまり壊こわさないでよ。いつもあたしのルートで修しゆう理りしてるんだから」


　窓まどを開けて、転がっている椅い子すを隅すみにどかした。


「そういえば、舞まい穂ほちゃんはまだ学校？」


「はい」


「正しいわね。今帰ってきても、上は修しゆ羅ら場ばよ」


「なんとかならないのですか、あれは」


「そうねえ」


「毎回毎回激はげしすぎます。これではご近所にも迷めい惑わくが」


　玖里子はちらりと凜を見た。


「……それは自分も混まざりたいっていう意思表ひよう示じ？」


　一瞬で、凜の顔が赤くなった。


「なっ、なにを言うのですか！　私は人としての一いつ般ぱん常じよう識しきをですね……！」


「無理しなくていいわよ。あたしも時々思いっきり焼やき餅もち妬やきたくなるから」


「しかし……！」


「でもそうね、和樹の浮気癖ぐせか、夕菜ちゃんの暴ぼう走そうを止める手しゆ段だんがあると便利ね」


「そ……そうです。私が言いたいのもそこです」


　剣けん豪ごう少女はほっとしつつも、肩かたで息をしていた。


　玖里子は携けい帯たい電話を取り出した。


「ちょっとうちの研究室ラボに聞いてみる。なんか和樹と夕菜ちゃんを落ち着かせる方法ないかって」


「なんですかそれは」


「メンタル治ち療りように使うでしょ。薬とか。この際さい、効きき目の強弱は問わないわ」


「え……玖里子さん、それは合法的なのですよね」


「薬事法なんかくそくらえよ」


　凜は大いに焦あせったが、玖里子は構かまわず電話をし続けた。





　　　　○





　葵あおい学園保ほ健けん室しつ。


　ここは一部生徒によって「魔ま窟くつ」と呼よばれている。養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきがまるでボヘミアの妖よう術じゆつ師しのようであり、妹の紅尉紫し乃のも詐さ欺ぎ師しのような雰ふん囲い気きだからだ。「うかつに入ると改かい造ぞうされる」との噂うわさもあり、始終出入りするのはよほどの物好きであった。


　玖里子と凜はその物好きの範はん疇ちゆうに入る。今は紫乃と話をしていた。


「うちのラボに聞いたら、紫乃先生が一番詳くわしいと言ってました」


「あら……」


　紫乃はインチキくさい笑えみを見せていた。


「そうでもありませんわ」


「子供だろうと年とし寄よりだろうと、危き険けんな薬を飲ませて平然としていられるのは、紫乃先生くらいだろうって」


「褒ほめ言葉ですわね」


「紫乃先生に頼たのむなら、こっちに迷惑がかからないようにしてくれって、ラボの所長が騒さわいでました。なにかしたんですか？」


「風椿さんのところは……」


　紫乃は首をかしげた。


「なにもしたことありませんわ」


　明らかに「なにかしたことある」という表ひよう情じようであったが、玖里子は追及をやめておいた。


「それで、なにか手段はありますか。和樹か夕菜ちゃんに飲ませる薬があればいいんですけど」


「そうですわね……」


　紫乃は保健室のキャビネットをごそごそ探さぐった。


「そういうのは、目的よりも願望によります」


「どういうことです？」


　訊きいたのは凜。


「神城さんと風椿さんがなにを願っているかです。つまり、和樹君と宮間さん自身がどうなりたいかではなく、あなたたちがどうしたいかによります」


「は……？」


「あー。あたしたちが、和樹と夕菜ちゃんを好きに改造しちゃっても可かってことね」


　納なつ得とくする玖里子。凜が慌あわてる。


「玖里子さん、それはおかしくありませんか。式森と夕菜さんのためにすることなのです。私たちの願望などは……」


「はいはい。紫乃先生、いい薬あります？」


　紫乃はテーブルの上に、小こ瓶びんを二つ置いた。


　どちらも薄うす茶ちや色いろの瓶に透とう明めいな液えき体たいが入っており、ラベルが貼はられていない。量はそれほど多くなかった。


「わたくしが調合したものです。効き目は保ほ証しようします」


　玖里子が右側の瓶を取った。


「効能は？」


「そっちは特定の人間を好きにさせる薬です。いわゆる惚ほれ薬ですわね。こっちがいつもは心を穏おだやかにさせて、特定のタイミングで感情を暴発させる薬です」


　玖里子は感心しながら薬を眺めていた。一方凜はうさんくさげ。


「二番目の薬に意味はあるのですか」


「穏やかになりますよ？」


「何な故ぜ感情を暴発させなければならないのです。落ち着かせるだけで十分ではないのですか」


「ガス抜きをしないと、ストレスが溜たまりますので」


　だからそもそもストレスを溜まらないようにするのではないのか、と凜は言いたかったが、紫乃の中では明白な理り論ろんのようであった。


「惚れ薬は確たしかなものなんですか？」


　と玖里子。


「ええ。ニシキヘビ、アメリカザリガニ、グリズリーで試ためした結果、いずれも良好でした。人にもばっちりです」


「……人間の男では試してないの？」


「人間だって動物ですわよ」


「その台詞せりふだけだと正しいところが気に入らないわ」


　と言いつつ玖里子は、薬瓶をポケットにしまった。


「惚れ薬はいただくわ。凜はそっちの精せい神しん安定薬ね」


「ちょっとまってください。私が精神科医いの真ま似ね事ごとをするのですか？」


「こっちを和樹に飲ませるのはあたしの役。これであたしにメロメロね。んふふ」


　玖里子はにやにやしている。凜は食ってかかった。


「どうしてそういかがわしいことばかりしたがるのですか。二人が落ち着けばいいのですから、精神安定薬が一つあれば十分でしょう」


「そんなこと言って、本当は凜が和樹に使いたいんでしょ」


　凜が瞬しゆん時じに激げつ昂こうする。


「なっ……侮ぶ辱じよくをなさらないでください。私はそこまで卑いやしい人間ではありません！」


　刀の柄つかに手までかけているが、玖里子は平然としている。


「へー、凜は卑しくないんだ」


「と……当然です」


「じゃああたしは卑しくていいわ。欲よく望ぼうのままに生きるわよ」


「え……」


「そっちはあんたが持ってね。惚れ薬はあたし。いいじゃない」


「駄だ目めです！」


「なら半分、あんたにあげるわよ」


　玖里子は紫乃を向いて、


「空の小瓶があったらください」


　そして惚れ薬の中身を、半分だけ注いだ。


「はいこれ。あんたも持ってりゃいいんでしょ」


「そういうことでは」


「お守り代わりだと思っていればいいの。使う使わないは凜の勝手。あたしは使うけど。初めからこうすりゃ良かったわね」


　そう言いながら彼女は、さっさと立ち上がって保ほ健けん室しつから出ていこうとする。


「待ってください。私が言いたいのはそうではなくて、二人とも精神安定薬でいいのではないかと……」


「かーえろっと」


「玖里子さん！」


　鼻歌を歌いながら玖里子は引き上げていく。その後ろを凜が、小走りに追いかけていった。


　紫乃はにこやかな表ひよう情じようを崩くずさないまま、保健室の扉とびらを閉しめた。今日は兄がいない。自分も帰き宅たくするつもりであった。


　と、また扉が開く。


「はい？　……あら」


　やってきたのは、小学生のような少女であった。





　　　　○





　再ふたたび夕菜父の家。


　五人とも同じ学校に通っているため、朝は（寝ね坊ぼうもあるが）ほぼ同時に家を出る。だが学年が違ちがうため、帰宅はバラバラになることが多かった。


　凜はこっそりと、足音を立てずに帰ってきた。


　何故こっそりかというと他人に知られたくないからであり、足音を立てないのは近所の人間にすら気づかれたくないからである。本家での商売柄がらか、この手の隠おん密みつ行動は得意であった。


　玄げん関かんの鍵かぎ穴あなに鉛えん筆ぴつの粉を入れ、音を立てないように開ける。ヒンジには油を差したので、全く物音がしなかった。


　入ってすぐに靴くつを確かく認にんする。誰も帰ってきていない。彼女には好都合だった。一人でも帰宅していれば、室内ですら音を立てられなくなる。


　安心したが油ゆ断だんはせず、こそこそと台所に行く。


　冷蔵庫の扉を開けた。中には夕ご飯の材料以外にも、ペットボトルのジュースが並ならんでいる。そのうちの一つ、コーラを取った。


　昨日買ったため、蓋ふたは開いている。少ししか飲んでいないのでまだ十分中身はあった。


　彼女はわずかに手を震ふるわせつつ、蓋をひねった。


「凜」


　剣けん豪ごう少女は文字通り跳とび上がった。


「なにしてるのかしら」


　背はい後ごでは玖里子が、にやにやしながら腕うでを組んでいた。
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「く……玖里子さん、早いですね……」


「生徒会の仕事がなかったからね。凜は部活、どうしたの」


「きょ、今日は休みです。オタマジャクシの大量死とゴキブリの発生が同時に起こったので、しばらく部室は閉へい鎖さ……」


「あら。生物部の部長、生徒会室まで来て、今日から再さい開かいするって報ほう告こくしていたわよ」


　玖里子は凜の手元を見た。


「コーラになにする気？」


「いや……飲もうかと……」


「糖とう分ぶんと炭たん酸さんは嫌きらいじゃなかったの」


「たまにはいいかと……」


「惚ほれ薬ね」


　彼女ははっきり言い放った。


「コーラ買ってきたの和樹だもんね。混まぜるつもり？」


　凜は血相を変えた。


「なななななにを！　私はそんなことはしません！　玖里子さんと一いつ緒しよにしないでください。惚れ薬を男に使うなど、そんな破は廉れん恥ちなことを企たくらんだりは決して……」


　玖里子は素早く、凜の制せい服ふくのポケットに手を突っ込んだ。


「これなによ」


　保健室からもらった小瓶であった。


「せっ、精神安定用の薬です！」


「それはこっち」


　玖里子のもう一つの小瓶を出す。


「やっぱり、コーラに混ぜようとしたのね。抜ぬけ駆がけなんてずるいわよ」


「考えておりません！　誤ご解かいです！」


「こっそり帰ってきたんでしょ」


「たまたまです！」


　凜は玖里子の肩かたを鷲わしづかみにした。万力のようにぎりぎりと締しめ上げていく。


「痛いたい痛い、痛いわよ」


「たまたまなんです、たまたまなんです！」


　玖里子は呆あきれた。


「強ごう情じようねえ……。じゃあ、凜は惚れ薬を使うつもりはないと、そういうことね」


「そ……そうです。お守り代わりだと言ったのは、玖里子さんではないですか」


「じゃああたしが惚れ薬をどう使おうと、文もん句くないわね」


　虚きよを突つかれ、凜は迷まよった。


「いや……それとこれとは……」


「文句ないわよね。あたしの両肩に爪つめ立てて真っ赤にしたんだから」


「はあ……」


「よし決まり」


　玖里子は手を叩たたき、話を終わらせた。コーラのペットボトルとコップをリビングまで持っていく。


「玖里子さん、どうするつもりです」


「何度も言わせないでよ」


　彼女はコーラを注ぐと、泡あわが収おさまるのを待ってから、小瓶の蓋を開けた。混ぜることを前ぜん提ていにしているためか、いわゆる「薬臭くささ」がない。このあたり、さすが紫乃の調合した品である。


「これを入れれば、和樹はあたしにもう夢む中ちゆう」


「なにを考えているのです。薬にまで頼たよってどうするんですか」


「使えるものはなんでも使うのが風椿の流りゆう儀ぎよ。姉さんたちも同じことするに違ちがいないわ」


　玖里子は不ふ敵てきに笑っていた。


「邪じや魔ましないでね、凜。文句ないんでしょ」


「う……」


　コーラに小瓶の中身を慎しん重ちように注ごうとする。


「……やっぱり駄目です！」


　凜が玖里子の腕を摑つかんだ。


「そんな不ふ埒らちな真ま似ねは許ゆるしません！」


「きゃっ、なにするのよ！　道徳の先生にでもなったつもり!?」


「人として見み逃のがすわけにはいきません！」


　二人は揉もみ合った。背せの高い玖里子は小瓶を高く上げるが、凜はその腕にしがみついた。


「まだ遅くありません。玖里子さん、心根を入れ替かえてください！　自分の欲望に流されないで！」


「あんたこそ流されているでしょう！」


　揉み合いの衝しよう撃げきか、玖里子の手から小瓶が落ちた。一つだけではなく、いくつも。


　全すべてコーラのコップに落っこちる。


「あ……！」


　玖里子は急いで拾い上げる。小瓶は蓋が外れ、中身が空になっていた。


「あー……全部入った。凜！　余よ計けいなことするからよ！」


　剣豪少女は青い顔をしていた。


「それより、精せい神しん安定の薬も投入されたのでは……」


　玖里子は急いで小瓶を確かく認にんする。やはり空っぽ。


「……惚れ薬入りのコーラが」


「どうなったのでしょうね」


　二人はしばらくコップを眺ながめた。


「……こんなに入れて大だい丈じよう夫ぶかしら」


「他の薬と混ぜて大丈夫なのですか」


「大丈夫よ、紫乃先生はああ見えても一流だから、多分……」


「しかし混合ですよ。予想をしていない可か能のう性せいも」


「それくらい……あ、もしかしたら、逆ぎやくに予想しているから、滅め茶ちや苦く茶ちやな効きき目が現あらわれる可能性も……」


　二人はもう一度、コップを見つめた。


「捨すてよう」


「そうですね」


「ただいま」


　不意を突つかれ、玖里子と凜は跳とび上がった。背後にはいつの間に帰ってきたのか、夕菜がいた。


「どうしたんですか？」


　玖里子は焦あせりながら手を振る。


「なっ、なんでもないわよ。早いわね夕菜ちゃん。和樹は？」


「舞穂ちゃんと帰ってきますから遅おくれます。あら、コーラですか」


　夕菜がコップを手に取った。


「いただいていいですか。喉のどが渇かわいて」


「いや……待ってください」


　凜が急いでコップをどかす。


「炭たん酸さん飲料は身体からだに毒です。飲まない方が健康にいいかと」


「コーラでご飯を炊たいたりお味み噌そ汁しるを作るのじゃありませんから」


「いや、しかし……」


　玖里子が凜の耳に囁ささやく。


（あんた、もっとましな言い訳わけはないの？）


（言い訳はうまくないのです。女らしくありません）


（そんなこと言ってる場合じゃ）


　まさしく場合ではなかった。夕菜がコーラを飲み始めたのである。


「ちょっ……夕菜ちゃん！」


「夕菜さん、それは……！」


　止める間もなく、夕菜はコーラを飲んだ。ただし一口だけ。


「……終わり？」


　意外な表情をする玖里子。


「ええ。少し欲ほしかっただけですから」


　夕菜は着き替かえるためか、二階へ上がっていった。上は破は壊かい活動で壁かべが抜けていたが、突とつ貫かん工事で元通りになっている。とりあえず生活に支障はない。


　残った二人は胸むねをなで下ろす。


「びっくりした。こんなことで寿じゆ命みようが縮ちぢんだわよ」


「まったくです。玖里子さんが変なことしようとするから、余よ計けいな騒そう動どうを……」


「ちょっと、あたしじゃなくて、凜が隠れて混ぜようとするから悪いんじゃない」


「実行したのは玖里子さんです」


「人のせいにしないでよ。普ふ通つうに惚ほれ薬だけならこんな苦労なんか」


　再び口くち喧げん嘩かが始まる。だが直後に、二階から物音がした。玖里子と凜は言い争いを中ちゆう断だんし、階かい段だんを駆け上がった。


　扉を開ける。


「夕菜ちゃん!?」


　二人が見たのは、着替えもせずに仁に王おう立だちしている夕菜であった。


　無言で両手を握にぎりしめている。全身にはきらきら輝かがやく精せい霊れいがまとわりつき、しきりと魔ま法ほう発動を煽あおっていた。


　玖里子と凜は、同時につばを呑のみ込んだ。迫はく力りよくがある。怒いかりを爆ばく発はつさせ、世間を破壊する美少女そのままであった。


　彼女の瞳ひとみがぎろっと動く。


「……浮うわ気き者もの……」


　一歩、足を踏ふみ出す。


　玖里子は目を丸くして、凜に訊きいた。


「浮気って、また和樹がなんかしたの？」


「分かりません。そもそも帰き宅たくしていないのですが」


　さらに近づいてくる。怒り狂くるったとき特有の、怪かい獣じゆうのような足音がした。


「まっ、待って夕菜ちゃん」


　玖里子が両手を広げ、なだめるように言う。


「和樹はまだ帰ってきてないわよ。浮気なんてしてない……と思う。ここで暴あばれないで。誰もなにも……」


　夕菜はその言葉を聞いていなかった。


「浮気したのはあなたです！」


　彼女の指先は、背の高い三年生に向けられていた。


「……あたし!?」


　驚きよう愕がくし、自分自身を指さす玖里子。


「なんであたしなの!?」


「凜さんと浮気したじゃないですか！」


　じわじわと涙なみだまで浮うかべている。


「酷ひどいです玖里子さん、わたしというものがありながら！」


「なに言ってんだか分かんないわよ！」


（玖里子さん玖里子さん）


　凜が肩をつついた。


（これはもしかしたら、あの惚れ薬のせいではありませんか？）


（……なんで女が女に惚れるのよ）


（二種混合ですから）


（じゃあ夕菜ちゃんが意味もなく怒おこっているのも、精神安定薬が変な効き目に……）


（恐おそらく）


　そうしている間にも、夕菜の怒りゲージは溜たまっていった。髪かみの毛が浮き上がっていくスピードで判はん別べつができる。今日はやけに早かった。


「よっ、よくも今まで騙だまして……」


「騙してないわよ。あたし、夕菜ちゃんと友達なだけでしょう」


「だけ!?　だけなんですね!?」


「当たり前じゃない。それ以上はなんにも……」


「なんにもないなんて酷い！　わたしにあんなことしておいて……」


「あんなことってなによ!?」


「一緒にご飯を食べるとか、学校に行くとか、勉強するとか……」


「普通じゃない！　友達なら当然……」


「あそこまでもてあそんでおいて、友達扱あつかいなんですね！」


　夕菜の瞳は怒りに燃もえている。にじんだ涙もそのままで、どことなく虚うつろな感もあり、もう訳が分からない。一つだけはっきりしているのは、「玖里子に怒っている」ということだった。


　玖里子の声はほとんど悲鳴だった。


「だから、なんでそうなるのよ！　あたし夕菜ちゃんと……レ……な関係になったことは一度も……」


（玖里子さん玖里子さん）


　凜が制せい服ふくの袖そでを引っ張ぱった。


（へたをするとまた二階が破壊されます。ここはなだめるしかないのでは）


（どうやって!?）


（私にまで怒ど鳴ならないでください。夕菜さんの言うことを一度認みとめるのです。どうせ薬の上のこと、今日だけでしょうから）


（あたしそういう趣しゆ味みないから。あんたやって）


（私だってありません。ここは当事者の玖里子さんが適てき任にんです）


（今日だけで終わらなかったらどうすんのよ）


（紫乃先生に対たい策さくを依い頼らいしましょう）


　玖里子は「人ごとだと思って」と呟つぶやいた。凜は極きわめて真ま面じ目めな表情であり、少なくとも外見は真しん剣けんなアドバイスだった。


　気合い入れるつもりで、玖里子は咳せき払ばらいをする。


「ご……ごめんね夕菜ちゃん。あたしが悪かったわ」


　口調とは裏うら腹はらに、顔は「悪くないわよ」と語っていた。


「裏切るつもりはなかったの。出来心よ。出来心ってのも怪あやしくて、無む罪ざいなんだけど」


　玖里子の台詞せりふでも、夕菜の怒りは解とけなかったが、怒気の上じよう昇しようは止まった。


（玖里子さん玖里子さん）


　三たび凜が言う。


（本気で謝あやまってください。夕菜さんが怪しんでは、元も子もありません）


（凜は、あたしが惚ほれ薬のことでからかったから、恨うらんでんの？）


（そんなことありません。皆みなにとって一番いい結果をさぐっています）


「ねえ夕菜ちゃん、あたしの……その、夕菜ちゃんへの想おもいは変わらないわ。だから誤解を解きましょう。ね」


　夕菜の眉まゆがぴくぴく動く。彼女の周囲はまだちかちか輝いており、精霊が騒さわぎ立てていた。


「お願い夕菜ちゃん。あたしとあなたの仲じゃない」


（あと一息です。もっと押してください）


（なにすんの）


（抱だきしめるのはどうでしょう）


（……あんた、あたしのこと死ねばいいって思ってるでしょう）


　凜は黙だまって首を振ふったが、どこなく笑みが浮かんでいる気もした。


　玖里子はのろのろ動くと、夕菜を抱きかかえた。慎重に、背中に手を回す。


（玖里子さん、もっと真しん剣けんに）


（覚えてなさいよ）


　玖里子は腕に力を込めた。凜のいうことに間違いはなく、夕菜の緊きん張ちようが徐じよ々じよにほぐれてきた。


　抱きしめ返してきたりする。
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「……玖里子さん……戻もどってきてくれたんですね」


「戻るも去ってないから。それ以前にそういう関係じゃないの」


「わたし、信じてました。小さいころから、玖里子さんのお嫁よめさんになるんだって」


　ああそうか、と玖里子は思った。和樹と完全に立場が入れ替わっている。ただの惚れ薬ではなく、夕菜の精神の奥おく深ぶかいところにまで影えい響きようしていた。


　安心しきって身を任まかせている少女。玖里子の心中には、少しの同情と、和樹への「ろくでもない男ね」という感情が同時に芽生えてきた。


　ぐりぐり、と夕菜の頭が動く。


「……玖里子さん、胸むねがインチキみたいに大きいです」


「同情やめるわ」


「はい？」


「なんでもない。落ち着いた？」


　夕菜が、潤うるんだ瞳で見上げた。


「ええ……でも、玖里子さんが浮うわ気きをしないと誓ちかってくれれば、もっと安心できます」


　なに無茶言ってんだ。玖里子ははじめて、この美少女を恨うらめしく思った。


　背はい後ごでは凜が無む責せき任にんに、「迷まよっている暇ひまはありません」と囁ささやいている。今までの恨みを、全すべて解消するつもりだ。


「わ……分かったわ。もう浮気はしない……女同士での浮気ってどんなんだか知らないけど」


「本当ですね」


「ほ……本当」


「信じていいんですね」


「いいわよ」


　玖里子は泣きたくなっていた。背後では凜が、うんうんうなずいている。「男女ともに誠せい実じつなのが一番です」などと呟つぶやいている。


　夕菜は安心し、玖里子から離はなれた。満面の笑みだ。可愛かわいいには違ちがいないが、その愛情は女に向けられている。


　ふと、その表情がこわばった。頭を抱かかえる。


「あれ……わたし……」


　夕菜はうつむき加か減げんになり、足あし下もとをふらつかせた。


「……どうして……玖里子さんと……なんで……」


　玖里子は不安になった。と同時に期待した。今までの行為を疑うたがっている。薬の効きき目が切れかけているようだ。元に戻るかもしれない。


「……く……玖里子さ……和……」


　ぱっと顔を上げた。


「……凜さん！」


　呼よばれた剣けん豪ごう少女はぽかんとした。


　玖里子の方は見向きもしない。見る見るうちに、夕菜の瞳ひとみが涙で満たされる。


「酷ひどいです！　浮気ですか!?」


「はあ!?　なにを言うのです！」


「わたしというものがありながら浮気なんて、凜さんは残ざん酷こくです！　そんなに玖里子さんの方がいいんですか!?」


「待ってください、私にはそのような趣しゆ味みはまったくありません！」


　しかし夕菜は凜にすがりついた。


「嫌いやです、私を捨すてないでください！」


　まるで万力のように、がっちりしがみついている。凜はうろたえながらも引きはがそうとするが、どうにもならない。


　玖里子は一人得心していた。


「なるほど、精せい神しん安定薬の効こう果かね。変に混まぜたせいで、恋れん愛あいの対象が入れ替わったと」


「解かい説せつしてないで、助けてください！」


　凜が悲鳴を上げるが、玖里子は手出しをしなかった。


「まあまあ。いいじゃない。夕菜ちゃんは可愛いわよ。このままでも」


「良くありません！　私は同性愛に興きよう味みはないのです！　友人は友人のままであるべきです！」


「それ、さっきまでのあたしに言ってよ」


「そ……そのことならお詫わびします。ですから夕菜さんをどうにかしてください！」


　玖里子は夕菜に近づき、はっきり分かるように喋しやべった。


「夕菜ちゃん。凜がね、別れるつもりなんだって」


「なっ……」


　凜と夕菜は同時にうめいた。


「捨てる気ですね！」


「火に油を注がないでください！」


　夕菜がぱっと離はなれる。その瞳からは涙が消え失せ、代わりに紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦うず巻まいていた。いなくなったと思われた精せい霊れいたちが、再ふたたび飛び交かっている。


「やっぱり……浮気だけじゃなくて凜さんは……」


「誤ご解かいです！　いえ、誤解というよりそもそも起こりうるはずがなく……」


「夕菜ちゃん、凜は言い訳わけだけはうまいのよ」


「やめてください！」


　そうしている間にも、夕菜の怒りパラメータは上じよう昇しようの一いつ途とをたどり、全身からはオーラが立ちのぼっていた。


「あたしのときより、怒るのが早いわね」


「呑のん気きなこと言わないでください！　どうするつもりです！」


「あたしじゃなくて凜の問題だから」


　玖里子は手を振り、部屋から出ようとする。そこを剣豪少女がしがみついた。


「逃にがしません！」


「ちょっと、放はなしてよ！」


「私の身にもなってください！」


　もはや夕菜は、不安定な核かく爆ばく弾だんであった。精霊は右みぎ腕うでに集中し、いつでもウンディーネになる準じゆん備びをしている。


「どうして……別れようなんて」


「私はそんなこと言ってません！　全すべて玖里子さんが悪いのです！」


「なんであたしのせいなのよ！」


「紫乃先生に薬の相談なんかするからです！」


「コーラに混ぜようとしたのは凜じゃないの！」


　夕菜が一歩踏ふみ出す。二人は逃げだそうとして、もつれ合い、転んだ。


「放して凜！」


「嫌です！　死なばもろともです！」


　ウンディーネが出現する。水色ではなく、薄うすい赤だ。温度でも表わしているのだろうか。だとしたら熱湯だ。


「こっ……この……」


「やめて、夕菜ちゃんやめて！　せめて凜だけにして！」


「玖里子さん、女らしく一いつ緒しよに散りましょう！」


　夕菜が腕うでを振ふり上げた。髪かみの毛と同時に水流が部屋を覆おおい尽つくす。


「この……浮気者ー！」


　轟ごう音おんは、せっかく修しゆう理りした室内を粉みじんにした。





　　　　○





「ただいま、ただいまー」


　帰き宅たくした和樹は何度も言ったが、階上からはどたんばたんと騒そう音おんばかりで、返事がなかった。


　肩をすくめて靴くつを脱ぬぐ。今日はクラスメートに捕つかまった上に、保ほ健けん室しつに寄よっていたので遅おそくなってしまった。紫乃が妙みようににやにやしていたが、なにかいいことでもあったのだろうか。


　リビングに行くと、コップが一つだけ置いてあった。飲みかけのコーラが入っている。


（もったいないな……）


「にゃー、和樹君」


　振ふり返ると、舞穂が手を振っている。


「ただいまー」


「お帰り。舞穂ちゃんも遅かったんだね」


　言いながら、コップを手にとって飲もうとする。


「あー、待ってー」


　舞穂はポケットから親指ほどの大きさの、小さな瓶びんを取り出した。キャップがスポイトになっているタイプである。


　彼女は背せを伸のばして、コーラに数滴てきたらした。


「なにを入れたの？」


「美お味いしくなるよー」


　和樹は疑ぎ問もんを抱いだかず飲み込んだ。


　確たしかに、口当たりがいつもより爽さわやかになった気がする。頭も冴さえ渡わたる感じだ。


「どう？」


「うん、美味しい。気が抜けていると思ったんだけど、そんなこと……あれ？」


　和樹は首をひねった。


「なんだか……」


　舞穂がにこりとする。


「ねー和樹君。舞穂とお出かけしよう」


「これから？」


「うん。二人でお買い物。デート」


　デート、という単語に一いつ瞬しゆんふらっときたが、すぐに立ち直った。まあ、舞穂とデートも悪くない。こういうことに恐おそろしく腹はらを立てる女の子がいたような気がするが、ちょっと思い出せなかったので放っておくことにした。


「じゃあ行こうか、舞穂ちゃん」


「行こー」


　舞穂は満面の笑みで、和樹と手を繫つないだ。




第二十話　秘薬騒動物語・下










　朝。


　葵あおい学園の生徒は基き本ほん的に寮りよう住まいである。そのため登校は全すべて徒歩となる。校こう舎しやを中心に周囲から、一いつ斉せいにブルーの制せい服ふくを着た生徒が歩いて来るのは、ちょっとした名物になっていた。


　住まいに関しては、ごく少数の例外もある。だがそういった生徒たちもやはり徒歩通学であり、違ちがいはなかった。


　宮みや間ま健けん太た郎ろう邸ていに住む五人の男女は、例外の中に入る。しかし徒歩通学ではあり、完全な例外ではなかった。


　今日も、三人の女子生徒、宮間夕ゆう菜な、風かぜ椿つばき玖く里り子こ、神かみ城しろ凜りんが葵学園に向かっていた。


　そこだけ取り出せば平へい凡ぼんな朝の一コマである。だがいつもより変わっているのは、夕菜を中心に右に玖里子、左に凜の三人横よこ並ならびであるのと、夕菜の腕うでが両りよう隣どなりに絡からまっているところであった。


　三人は、まるで「ＦＢＩに連行される宇う宙ちゆう人じん」のように歩いていた。ただ、中央の夕菜が引っ張ぱっているのが違うところ。


「……いい天気ね」


　玖里子が言う。


「晴れってのは心を明るくするわね」


「私は雨でもいいんですが」


　これは凜。ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらだ。


「己おのれの心しん情じようを表ひよう現げんするにはぴったりです」


「つまんないわね。若わかいんだから、じめじめしたこと言うんじゃないわよ」


「心は梅つ雨ゆ空ぞらです。いつ夏になるのか、見当もつきません」


「もっと明るくしなさいよ。あたしまで陰いん惨さんになるじゃない」


「誰だれのせいだと思ってるんですか。玖里子さんのおかげでこんな風に……」


「あー、自分だけ逃にげる気？　黙だまって薬を混まぜようとしたのは凜じゃないの」


「あ……あれは玖里子さんの企たくらみを防ふせごうとしただけで……」


「どうしてそんなとこまであたしのせいなのよ！」


　激げつ昂こうして横を向く玖里子。そこに夕菜が口を出した。


「やめてください玖里子さん、せっかく、みんなで学校に行くんですから」


　彼女は機き嫌げんがいい。ずっとにこにこしている。両りよう脇わきの二人を、交こう互ごに見た。


「わたしたちはずっと、三人一いつ緒しよです。ね？」


「まあ……」


「はあ……」


「じゃ、仲直りです。早く学校に行きましょ。あっ、でも、ずっとこうしていられるなら、このままでいいかも」


　夕菜は玖里子と凜の腕を、ぎゅっと摑つかんだ。頰ほおがゆるんでいる。


「えへへ、幸せです」


　花畑を歩いているような夕菜。対照的に玖里子と凜は、待たい遇ぐうの悪い炭たん坑こうで働いているような表情であった。


　式しき森もり和かず樹き抜きでこんな状じよう況きようになっているのはわけがある。夕菜が惚れ薬の混ざったコーラを飲んでしまったのだ。しかも薬を調合したのが紫し乃のであり、しかも玖里子と凜で勝手に混ぜてしまい、どんな効きき目があるのか分からない状じよう態たいになっていた。知らずに飲んだ夕菜はいつものように暴ぼう発はつする。だがそれは、和樹へのやきもちではなく、同どう性せいである玖里子と凜へのものだったのだ。


　簡かん単たんに言って、現げん在ざいの夕菜は同性愛すれすれ、というかかなり踏ふみ越こえているのであった。おまけに当初は「玖里子か凜、どちらか一方」だったのが、今や両方である。


「どうにかならないのですか、この状じよう況きようは」


　と凜。背せが低いので、夕菜に腕を絡められているのがつらそうだ。


「そうねえ……一日たてば治るって思っていたけど」


　玖里子が答える。彼女は背が高く、逆ぎやくに夕菜がぶら下がっているので、かなり重かった。


「いつまで続くのかしら」


「当分……は困こまりますね」


「登下校だけならいいけど、授じゆ業ぎよう中に来られたら大変よ」


「あっ、玖里子さん酷ひどい。わたし、授業中にお邪じや魔まはしません」


　夕菜がぷっと膨ふくれる。


「休み時間です。全部の休み時間につきあってもらうんですから」


「……ま、こういうことね」


　玖里子はふうっと息を吐はいた。凜も疲つかれたように、


「それだけでもかなりきついですね」


「普ふ通つうに遊ぶなら歓かん迎げいだけど、他人に見られるとちょっとねー」


　ただでさえいちゃいちゃしたがる夕菜だが、今はリミッターが外れていた。どうなるのか想そう像ぞうもつかない。押おし倒たおされるくらいですんだら御おんの字だろう。


「どうしましょう」


　凜の顔もかなり暗い。一ひと晩ばん中じゆう夕菜に迫せまられていたので、かなりやつれていた。


「やっぱ、薬作ってもらった人のところに行くしかないわね」


「紫乃先生ですか……」


　ミスと偶ぐう然ぜんが重なったとはいえ、元は紅あか尉い紫乃の調合した薬である。予想以上の効き目があったことを知れば、大喜びするだろう。


「私たちは、ていのいい実験体なのかもしれません」


「あー、ありうるわね。平気でやりそう」


「教え子で実験ばかりして、罪つみの意い識しきはないんでしょうか」


「なさそうね。無む駄だに長生きしてるみたいだし。紅尉先生ならまだ話しやすいかも」


「変な話ばかりしてないで、もっと私のことも見てください！」


　中央から大声が聞こえる。二人は急いで彼女を見つめた。


　夕菜はにこりとした。


「……なんだか照れちゃいます」


　玖里子と凜は、聞こえないようにため息をついた。


「……やっぱ保ほ健けん室しつ、行くわよ」


「はい……」


　三人はそのまま学校へ向かった。





　　　　○





　保健室は本来、養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきの仕事場である。が、ここには特に資し格かくもない妹の紫乃が、まるで最初からいたかのように座すわっている。最近は生徒の健康管理までおこなっており、すっかり主あるじであった。


　当然、玖里子と凜も彼女に会った。


「……紅尉先生は？」


「兄はルーマニアに行っています。現げん地ちの貴き族ぞくが吸きゆう血けつ鬼き化かして大変なので、お呼よびがかかりまして」


　玖里子の質しつ問もんに紫乃は、詐さ欺ぎ師しそっくりな笑顔を返した。


「相談なら、わたくしが承うけたまわります」


「……この前もらった薬のことなんですけど」


　玖里子は不ふ審しんな目つきになった。
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「もしかして、予想してました？」


「あら。わたくしは皆さんにとって最さい善ぜんとなる薬をお渡わたししただけですわよ。ちゃんとしたものです。混ぜたりしてませんわね」


「混ぜたんですが」


「それは……残念。単体で使った方が変な効きき目が……」


「は？」


「なんでもありません。どうかなさったのですか？」


　二人は夕菜の身に起こったことを、ざっと説明した。


「なるほど、宮間さんが同性愛者になられたのですね」


「やきもち爆ばく発はつさせてるので、大変です」


「いつもなら被ひ害がいは、式森君が引き受けるでしょう」


「和樹、舞まい穂ほちゃんと一いつ緒しよにどっか行っちゃったんです。学校休んでどこに行ったんだか……」


「夕菜さんが心配するでしょう」


「しないんですよ。趣しゆ味みが変わっちゃったから。もしかするとここにも来るかも」


「ならば、早くしなければなりませんね」


　紫乃は薬くすり棚だなを開け、ごそごそやりだした。


「なにをするんです？」


「お薬です。宮間さんがわたくしたちのことを見たら……」


　その台詞せりふが終わるか終わらないかのうちに、保ほ健けん室しつの扉とびらが叩たたかれた。


　しかもただのノックではない。「ドン」と音がしたかと思うと、つづいて強きよう烈れつな衝しよう撃げき波は。扉はいきなり吹ふき飛んだ。


　残ざん骸がいの向こうに立っているのは、当然夕菜であった。


「玖里子さん、と凜さん！」


　彼女は目を吊つり上がらせている。


「なんですかこんなところで、二人とも紫乃先生と浮うわ気きですか！」


　玖里子と凜は顔を見合わせた。


「二人とも紫乃先生と浮気って、短い言葉に矛む盾じゆんがたくさん詰つまっているわね」


「玖里子さん、落ち着いてますね」


「腹はらが据すわってきたのよ。和樹の気持ちが理り解かいできるわ」


「むがー！」


　夕菜の手のひらに、光の球が生まれる。どんどん大きくなっていった。視し線せんははっきり玖里子と凜に向いている。


「……とはいえ、これはやっぱり怖こわいわね」


「逃にげますか」


　そうね、と玖里子が返事をした途と端たん、夕菜が光の球を発はつ射しやした。


「あらまあ。乱らん暴ぼうですこと」


　紫乃が前に出た。小鳥のさえずりのような、圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんを唱える。彼女の前に完全に、半透とう明めいの防ぼう壁へきができる。光の球は衝しよう突とつして、霧む散さんした。


「ちょっとお休みを」


　紫乃の瞳ひとみが怪あやしく光る。夕菜は足あし下もとをふらつかせて、倒れた。


「これで当分平気です」


「……夕菜ちゃんになにをしたの？」


　玖里子が、床ゆかに横たわっている少女を覗のぞき込こむ。


「寝ねてるだけです」


　紫乃は彼女を抱だきかかえた。細い身体からだで、軽々と運んでいく。ベッドに横たえた。


「あとはわたくしにお任まかせになって」


「なにを任せろってんですか。夕菜ちゃん気き絶ぜつして……」


「普ふ通つうに戻もどします。わたくし、こう見えても責せき任にんを感じているのです」


　真実味がなかった。先物取引のセールスマンが、「これで損そんを取り返しましょう」と言ってるようにしか聞こえない。


「本当？」


「もちろんです。兄から保健室を預あずかっているのですから、そうそう変なことはしません。本当に」


　二人はまるで信じられなかった。


　とはいえ、彼女が紅尉に信しん頼らいされているのもまた事実である。「医い者しやとしての腕うでなら、妹の方が上だ」と語っているのも聞いたことがある。どのみち気を失った夕菜を介かい抱ほうするのは、保健室しかないのだ。


「じゃあ預けますけど……」


　玖里子は言った。


「くれぐれも夕菜ちゃんに変なことはしないでくださいね」


「はい」


　紫乃は薄うすく笑った。


　玖里子は首を振ると、凜と共に保健室を出た。





　最初の休み時間。


　玖里子は早くも紫乃から「宮間さんが目を覚ましました」との連れん絡らくを受けた。急いで保健室に向かうと、すでに凜がいた。


「あら凜、早かったわね」


「走ったので……。しかし、閉しまっているのですが」


　見ると、破は壊かいされたはずの扉は新しいものに換えられ、鍵かぎがかかっていた。


「中で人体実験でもしてるのかしら」


「紫乃先生はもう少し常じよう識しき人じん……のはずです」


　玖里子は大きく扉を叩いた。


「先生、夕菜ちゃんを引き取りに来ました。先生？」


　しばらくのち、扉ががちゃりと開く。紫乃が顔を出した。


「お待たせしました」


「夕菜ちゃんは？」


「目を覚ましましたわよ。健康です」


「じゃあ、なんで入れないんです？」


「それはですね……」


　奥おくから夕菜が出てきた。


　確たしかに健康そうだ。足取りもしっかりし、顔色もいい。愛らしい顔は微笑ほほえみを浮うかべていた。


　彼女はにこりとした。


「玖里子さん、凜さん、お待たせしました」


　二人はほっとした。


「よかった……ちょっと心配したわ」


　と玖里子。


「ええ。もしかしたら永えい久きゆうにあのままなんではないかと……」


　これは凜。夕菜は笑みを浮かべたまま。


「あのままってなんです？」


「え、いや……ちょっと……」


「浮うわ気き者もの」


　言うや否いなや、彼女の指先から火か弾だんが飛んだ。凜をかすめて壁かべに着弾し、派は手でな火か炎えんを上げる。


　予よ備び動作も呪じゆ文もんもなかった。前置き抜きでいきなりの発はつ射しやである。凜は腰こしを抜かしかけた。


「なっ……なにをするのです……！」


「わたしがあのまま寝ねていたら、ずっと浮気をするつもりだったんですね？」


「変なこと想そう像ぞうしないでください！　だいたい女同士で浮気などと……」


「やっぱり浮気者」


　夕菜の指から、いくつもの火弾が放たれていく。凜は急いで日本刀を抜き、はたき落とした。


「夕菜さん、どうなさったのですか!?」


「どうかしているのは凜さんです。浮気は許ゆるしません」


「笑いながら言わないでください！」


　なおも攻こう撃げきは続く。凜はまさか本気で相手をするわけにもいかず、魔ま法ほうを防ふせぎながら逃にげ回った。


　玖里子は保ほ健けん室しつに入ろうとした。が、また閉まっている。


「ちょっと、紫乃先生！　なんですあれ！　治ってないじゃないですか！」


　どんどん叩たたくが、返ってくるのは台詞せりふだけ。


「そんなことありませんわ。色々薬を投とう与よしたら、わたくしにも予想のつかない結果になっただけです」


「それがまずいんです！　夕菜ちゃん笑いながら攻撃してます！　怖こわいんですけど!?」


「治ち療りようの結果、感かん情じようが表情に表れなくなりました。導どう火か線せんの見えないダイナマイトみたいなもので、いつ爆ばく発はつするか分かりませんわね」


「呑のん気きなこと言ってないで、どうやったら元に戻もどるんですか!?」


「さあ？　薬の調合はこれからも続けますが、一年先か、二年先か……」


「そんな！」


　玖里子は叫さけんだ。背はい後ごではまだ夕菜と凜の戦いが続いている。と言っても凜はただ逃げているだけで、学校をレバノンにしようとしているのは夕菜だ。


「ここは開けませんので。特注の頑がん丈じような扉とびらです。戦車砲ほうでも破壊されません」


「先生！　こうなることを予想してましたね!?」


　もちろん返事はなかった。


　玖里子は扉を叩くのをやめると、後ろを振り返る。


「凜、逃げるわよ！」


「しっ……しかし、夕菜さんが……」


「授じゆ業ぎよう中ちゆうまで追いかけてこないわよ、多分」


「不安です」


「じゃあ一人でここにいる？」


「それも困こまります！」


「ずらかれ！」


　二人は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。





　玖里子、凜ともに足は速い。体育祭ではどちらもリレーの選手に選ばれるのだ。持久力もある方で、マラソンをさせても上位に入った。一方夕菜も遅おそくはないが、二人ほどではない。むしろ他人を応おう援えんしていることが多かった。


　だが今、彼女の脚きやく力りよくは逃げる二人を上回った。足にエンジンでもついているのか、というほど速く、しかもにこにこしている。これはなかなか怖い。


「待ってください」


　声と共に、玖里子の真横を火弾が通つう過かしていく。設せつ置ちしてある消火器に命中し、消火液えきをあたりにまき散らした。


「もうっ、駄だ目めですよ逃げちゃ。浮気者は地じ獄ごくに堕おちるんですから」


　ちらりと背後を確かく認にんする玖里子。夕菜がぷくっと膨ふくれていた。


「……あれだけ見ると可愛かわいいのが、むしろ恐きよう怖ふね」


「元が可愛らしい方です。中が般はん若にやなだけで」


「あんたも酷ひどいこと言うわね」


　チャイムが鳴る。休み時間終了だ。もっともこっちは、いつ休めるのか不明。


　廊ろう下かに人ひと気けがなくなっている。そんな中、どこの花畑にいるつもりなのか、夕菜はスキップまでしていた。


「待ってくださーい」


「あんなことで待つやついんの？」


「私は御ご免めんです」


　階かい段だんを駆け上がり、ひたすら逃亡を続ける。


　廊下の先に、誰かがいた。やる気なさそうにべたべた歩いており、ときどきあくびまでしている。女性だ。


　彼女は振り返った。


「……おーい、お前ら。廊下はそんなに走るなよ」


　伊い庭ばかおりであった。手には教科書と名めい簿ぼと、未み開かい封ふうのＰＳ２ソフトを持っている。


「もうすぐ授業だ。教室行くか、家に帰ってゲームやってろ」


　凜が叫さけんだ。


「先生、助けてください！」


「なにを助けろってんだ。ゲームか？　これ、授業中に取説読むつもりだからそれまで待て」


「私たちの後ろです！」


「宮間じゃないか。授業に出るか家でゲーム……」


　次の瞬しゆん間かん、火弾が彼女に直撃した。かおりは衝しよう撃げきでごろごろ転がっていく。
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「先生!?」


「凜、止まっちゃ駄目！」


「し、しかし……」


「必要な犠ぎ牲せいよ！」


　二人は振り返らずに、目を回したかおりの横を走り抜けた。夕菜はるんるん気分で、担たん任にん教きよう師しを踏ふみつけていく。蛙かえるみたいな鳴き声がした。


「そこ曲がって、教室入ろう！」


　凜は入り口上に掲かかげられているネームプレートを見て、仰ぎよう天てんした。


「玖里子さん！　そこは私のクラスです！」


「それがどうしたっての！　このままだと殺されるわ！」


「もっと他に……」


「入る！」


　一年Ａ組の教室に飛び込んだ。クラス中の生徒、教師がぱっと振り向く。全員、玖里子には怪け訝げんな顔をしていたが、凜を見てほっとしていた。


「神城、どこ行ってた」


　やせぎすの男性教師が言う。


「授業やるぞ。座すわれ」


「えー、ちょっと失礼します」


　そう言ったのは玖里子。


「隠かくれさせてください」


「……風椿、お前は三年だろうが」


「事情がありますので。あ、そこ隠れさせて」


　玖里子は教室奥おく、大きめの鞄かばんがかかっている机つくえの後ろに身を潜ひそめようとした。凜も自分の席には戻らず、掃そう除じ用よう具ぐ入れに入ろうとしている。


　教師の頰ほおが引きつった。女子生徒の一人が、凜の袖そでを引っ張る。


「どうしたの。目えつけられるとやばいよ」


「それどころではない」


「ちゃんと席座りなよ。凜が真ま面じ目めじゃないなんて、変だよ」


「変でも仕方がない。命が惜おしい」


　凜が身をかがめ、掃除用具入れに滑すべり込む。その時、教室の扉とびらがすぱーんと開いた。


「玖里子さん、凜さん」


　夕菜である。にこやかな表情は、まったく崩くずしていない。


「……二年の宮間か」


　教師が苦虫を嚙かみつぶしていた。


「お前も授業だろうが」


「ごめんなさい、先生」


　夕菜はしょんぼりしたように言った。


「ちょっとお手伝いして欲ほしいことがあったんですけど……」


「あ、いや……」


　教師が慌あわてる。すねたような、寂さびしそうな顔をする夕菜は、思春期特有の色いろ香かと相まって、非ひ常じような愛らしさがあった。


　一年Ａ組の教室内でも、「宮間さんだ」「超ちようかわいい」との声が上がる。


「わたしが来ちゃいけなかったんですね。ごめんなさい」


「い、いや待て待て。どんな用よう件けんだ」


「人を探さがしてるんですけど……」


「風椿と神城か？」


「はい。お話ししたいことがあるのに、全然聞いてくれなくて」


「しょうがないやつらだな」


　早くも教師は夕菜の言葉を鵜う呑のみにしている。いや、内ない容よう自体はそれほど間ま違ちがっていないのだが、追われている二人にとっては命に関かかわる話し合いなのだ。


　生徒たちも、「こんな可愛い人のいうことは聞くべきだ」との雰ふん囲い気きになっている。


「風椿と神城、どこだ」


　二人は息を潜めた。


「おい」


「風椿さんならここにいますけど」


　生徒の一人が、自分の足あし下もとを指さした。


「ちょっと……！」


　玖里子がうろたえる。夕菜はにこにこしながら近ちか寄よった。


「もう、そこにいたんですか」


「ゆ……夕菜ちゃん……」


「凜さんは？」


「こっちー」


　一番後ろの女子生徒が、掃除用具入れのロッカーを指し示しめす。ロッカーががたがた言った。


「もうっ、二人ともなにしてるんですか」


　夕菜が腰こしに手を当てた。


「こんなところに隠れて。他の人の迷めい惑わくになりますよ」


　そうだそうだとの声。「宮間さんは正しい」「こそこそするなんてずるい」と意見も飛んだ。


　玖里子はともかく、凜はこのクラスで人望がある。学級委員ではないが、しばしば各種大会でクラス代表に選ばれるのだ。相談されることも多い。なのにブーイングが起こるとは、よほど今の夕菜が魅み力りよく的なのだ。


　教きよう師しも眉まゆをひそめており、完全に夕菜の味方だった。


「こらお前ら。いい加か減げんにしろ。宮間が呼よんでいるだろう」


　玖里子のところに歩いてくる。彼女の腕うでを摑つかんだ。


「お前は三年なんだ。このクラスの人間じゃないだろう。早く……」


「待って、摑まないで！」


　抗こう議ぎは少しだけ遅く、玖里子は立ち上がらされた。


　夕菜が満面の笑みとなる。


「そこにいたんですか」


　ほぼ同時に、凜も掃除用具入れの中から、クラスメートの手で引っ張り出された。


「凜、駄目だよこんなところにいちゃ」


「武ぶ士しの情なさけ、出さないでくれ！」


　夕菜は大きくうなずいた。


「さ、玖里子さんに凜さん、行きましょう」


「い……嫌いやよ。あたし命が惜おしい」


「私も断ことわります！」


　二人はかぶりを振った。一年Ａ組の生徒たちは「なんでこんなに必死なんだ」という顔をしている。


　夕菜がまた、ぷくっと膨ふくれる。


「そんなこと言うんですか」


「当たり前じゃない……」


「夕菜さんがそのまま一人で帰られるというのであれば……」


「そうですか」


　夕菜の右手が、一いつ瞬しゆんだけ輝かがやいた。


「伏ふせて!!」


　凜が全員に怒ど鳴なった！　だが行動したのは玖里子だけであり、その他大おお勢ぜいはきょとんとしたままだった。


　火か弾だんが教室中を乱らん舞ぶした。


　まるでミラーボールとレーザーが同時に使われたようだった。爆ばく発はつ音と絶ぜつ叫きようがこだまして、六本木のクラブもかくやという騒そう動どうになる。壁からは焦こげた建材がぼろぼろと落ち、壊こわれた蛍けい光こう灯とうがカバーごと落下した。


　夕菜は教室の入り口で、微笑ほほえみながら火弾を何発も発はつ射しやしていた。


「二人とも早く来てください。じゃないと、死人が出ちゃいますよ？」


　優やさしげな顔で、物ぶつ騒そうなことを言う。


　むろん、玖里子と凜は床ゆかに伏せ、我わが身を優ゆう先せんしていた。どうせ出ていっても攻撃されるのだ。


「……凜、生きてる？」


「多分……」


　胆たん力りよくのある剣けん豪ごう少女にしては珍めずらしく、床に顔をつけて目をつむっていた。


「こんな恐きよう怖ふは、魔ま物ものの群むれに実家が襲しゆう撃げきされたときも感じませんでした」


「あたしも初体験よ。匍ほ匐ふくで向こうに進んで」


「外ですか」


「脱だつ出しゆつするわ」


　二人はずるずる床を這はいずった。


　夕菜は依い然ぜん楽しそうに、破壊活動を繰くり広げている。「早く出てこないと、教室を粉々にしちゃいますよ」と言っていた。しらみつぶしにしていけば、いずれ発見できるということらしい。


　廊下が見えてくる。


「あー、いた」


「まずいっ！　凜、走って！」


　玖里子の絶叫。二人は立ち上がり、腰をかがめて駆け出す。背はい後ごで爆発が起こり、衝撃波に押されて転がりながら廊下に出た。


　教室は火の海だ。どういうわけか死者は出ていないようだが、二人は第三次世界大戦みたいな場所に戻もどる気になれない。


「凜、逃げるわよ」


「どこへですか。私のクラスは……」


「どこでもいい。ここは駄目」


　二人は疲ひ労ろうと恐怖を振ふり払はらうように、走った。





　階段を登り、廊下を走り、また階段を登る。


　疾しつ走そうする生徒会陰かげの支し配はい者しやと剣豪少女の組み合わせは、他クラスの注意を引いた。考えてみれば当たり前で、今は授業中なのである。教師も渋しぶい顔をしながら眺ながめていた。


　三年Ｅ組まで来た。


「そこ、そこに入って！」


「玖里子さんのクラスですか!?」


「助けを求めるわ！」


　玖里子を先頭にして、三年Ｅ組に転がり込んだ。


　例によって教室内からの奇き異いな視し線せんに晒さらされる。ふたりはもはや、「それがどうした」という気分だ。


「おい風椿……」


　教師がなにか喋しやべったが、どうせ「遅ち刻こく」とか「なにを慌あわてている」だろう。玖里子は「すいません遅おくれました。後ろは友達の凜です」と返事をした。凜も走りながら頭を下げている。


　玖里子は教きよう卓たくに立つと教師を押おしのけた。


「蜂ほう起きの時が来たわ！」


　教室内に向かい、彼女は絶叫する。生徒たちは「はあ？」という様子。


「恐るべき敵てきが迫せまっているのよ！　あたしたちだけじゃとてもかなわない！　みんなで協力して戦うの！」


「……おい、なにを騒さわいでいる」


　男性教師はむっとしていた。当然の反はん応のうだ。


「授業中だぞ。遅刻してきてその態たい度どはなんだ。そこの生徒は一年だろう。早く元のクラスに……」


「それどころじゃありません！」


　凜の目も血走っていた。


「ここで立ち上がらなければ、皆みな死んでしまいます！　無事に朝日を拝おがみたくないのですか!?」


「訳わけの分からんことを……」


「わっ、来ました！」


　夕菜が、ゆっくり扉を開けた。


　相変わらず、いつもと同じ顔だ。男子を虜とりこにし、女子に親しみを感じさせる笑顔。物腰からも、凶きよう暴ぼうさは何一つとして見あたらない。


「あのー、こちらに玖里子さんと凜さんは……」


　玖里子と凜は泡あわを吹ふく寸すん前ぜんだった。


「立ち上がって、今すぐに！」


「座ざして死ぬのを待つのですか！」


　二人の絶叫は、砂すな場ばに水を注ぐように消えていく。第三者からは、闖ちん入にゆう者しやが意味不明の演えん説ぜつをしているようにしか受け取れないのだ。


　むしろ無む邪じや気きな（ように見える）夕菜に、クラスの気持ちは傾かたむいている。


「玖里子、夕菜ちゃんが呼よんでるんじゃないの？」


　女子生徒の一人が言った。


「授じゆ業ぎよう中ちゆうなんだからさあ、そこに立たれちゃ黒板見えないわよ」


　別方面からも文もん句く。進しん退たい窮きわまっていると、夕菜が手を叩たたいた。


「皆さん。どうか落ち着いてください。わたしからも、皆さんにお訊ききしたいことがあるんです」


　彼女はぐるりと見回す。


「質しつ問もんです。浮うわ気きは正しいと思いますか？」


　三年Ｂ組の生徒たちは一いつ斉せいに首を振った。教きよう師しまで同じことをしている。玖里子と凜は「騙だまされないで！」とか「油ゆ断だんは禁きん物もつです！」と叫んでいるが、耳を貸かしてくれない。


「じゃあ浮気した人には、どんな罰ばつがいいと思いますか？」


「それは……場合によるんじゃ」


　さっきの女子生徒が返答する。


「わたしは、死し刑けいがいいと思うんです」


　クラス全員が「ん？」と思った。


「浮気をする人は、男でも女でも死刑です」


　彼女の口の端はしが曲がった。


　両手から火か弾だんが発生し、放はなたれる。玖里子と凜はとっさに身体からだを低くした。


　ここでも炎ほのおの乱らん舞ぶ。カーテンだろうと壁かべの塗と料りようだろうと、あちこちに着弾して発火させている。しかも狙ねらいをつけない無差別攻撃だった。隠れようがそうでなかろうが、焼け野原にするつもりなのだ。


　クラスは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化した。


「二人とも、出てこないととんでもないことになりますよ？」


「もうなってるじゃない」


　玖里子が小声で嘆なげく。


「あたし、これで卒業まで責せめられるわ」


「私なんかまだ二年もあるのですよ」


　凜は泣きそうである。


「……ここも駄目ね。逃げよう」


「今度はどこです」


「生徒会室。あそこなら味方がいる」


「了りよう解かいです」


　二人はハルマゲドンに直面している教室から、必死になって脱だつ出しゆつした。





　もう何回目になるだろうか。同じ階段や廊下を行ったり来たり。二人は夕菜を引き離はなそうと腐ふ心しんした。


　だがどうしても引き離せなかった。確かく実じつについてくるのだ。しかもスキップなんかしている。恐おそるべき足の速さだ。


　生徒会室は鍵かぎがかかっていた。玖里子は焦あせりつつも解かい錠じようすると、室内に飛び込む。続いて凜。そして内側から施せ錠じようした。


　二人は大きく息を吐はく。そして、自分たちにはあとがないことを知った。


　中には誰だれもいなかったのだ。考えてみれば、今は授業中である。生徒がいなくてもおかしくない。鍵がかかっていたことから、察するべきだったのだ。


　愕がく然ぜんとしていると、扉とびらが大きく叩たたかれた。夕菜が追いついていた。


「生徒会室なんかに入らないでください。浮気者の棺かん桶おけにするんですか？」


　また物ぶつ騒そうな台詞せりふである。現げん実じつ味みが大変あるので、余よ計けいに恐怖感がある。


「わ……私たちはここで死ぬのですか……」


　凜が嘆なげいた。


「そんなことない。いくら長いこと連れん載さいが続いているからって、こんなとこで死ねないわよ」


　玖里子が答える。彼女は必死で、なにか使えるものはないかと探さがしていた。


　ふと、黒板に目がとまる。


　正確には黒板横のチョークの箱。中を覗のぞくと、ちびて粉状になったチョークが大量に入っている。あとで捨すてるつもりで、誰だれかが集めておいたのだろう。


　玖里子はじっくり見つめると、凜の耳に囁ささやいた。


「……え？」


　凜が彼女の顔を見返す。


「その方法でいくのですか？」


「他にいい手があったら、五秒以内に教えて」


「……分かりました」


　剣豪少女は、腰を低くして日本刀の柄つかに手を添そえた。玖里子はチョークの箱を右手に、メモ帳代わりにしているミスコピーの束を左手に持った。


　轟ごう音おんと共に、扉が大きくたわむ。「開けちゃいますよー」と夕菜。


　鍵とヒンジがはじけ飛び、扉が倒たおれる。笑顔の夕菜が立っている。


「今よ！」


　玖里子はチョークの箱とコピーの束を、空中に投げる。紙が広がり、粉が舞まって視し界かいが真っ白になる。なにも見えない。


「たあっ！」


　凜が床ゆかを蹴けった。刀は抜かないまま、勘かんで夕菜に迫せまる。


　そのまま柄の部分で、夕菜のみぞおちを突ついた。


「うっ……」


　うめき声を残して、キリングマシーンと化した少女は倒れた。チョークの粉とコピー用紙と共に。


「……勝ったわ……」


　玖里子は呟つぶやき、床に座すわり込こんだ。


「……なんとむなしい勝利でしょう……」


　凜は目を伏せる。


「酷ひどい話……学校の損そん害がい、多分あたしが弁べん償しようするのよね」


「戦いのあとに高こう揚よう感はありません。残るのは被ひ害がいだけです。誰が正しくて、誰が間ま違ちがっているのか……」


「もちろんわたしです」


　明るい声がした。気き絶ぜつしたはずの夕菜が立ち上がっている。玖里子と凜は驚きよう愕がくで言葉もない。


「正しいのはわたしなんですから」


　夕菜の手から炎ほのおが生まれた。





　　　　○





「……あれ？」


　式森和樹は首をひねった。学校から煙けむりが上がっているのだ。一瞬、集しゆう団だんでサンマを焼いているのかと考えたが、どうもそうではなさそうだ。微かすかに怒ど声せいや悲鳴も聞こえてくる。


「なんだろー」


　隣となりの栗くり丘おか舞まい穂ほも不思議そうにしている。二人は学校の授業を自主遅刻して（ようはサボって）、近所で遊んでいた。


　校門に近づくにつれ、煙は激はげしくなっていった。校こう舎しやの窓まどから上がっており、生徒が中庭や校庭に避ひ難なんしている。まるで「ピンポイントで空襲された」か、「避難訓練のつもりだったら本当に火事になった」かのようだ。


　まだ薬の効こう果かが続いており、二人は手を繫つないでいた。急いで敷しき地ちに入る。


　そこには紫乃がいた。彼女は二人を認みとめると、少し笑った。


「あら和樹君、遅かったのですね」


「なんか遊びに行きたくなって……」


　これは舞穂が飲み物に混ぜた薬（紫乃調合）の効き目が続いてるからなのだが、もちろん彼は知らない。


「なんの騒ぎなんですか」


「ちょっとしたことですよ」


「爆発とか悲鳴が聞こえるんですが」


「たいしたことありません」


　どう見てもたいしたことあるが、紫乃はそう信じているようだった。


　和樹は周囲を見回す。


「……夕菜はどこです？　玖里子さんに凜ちゃんも」


「無事ですわよ」


「ならいいんですけど……姿すがたがないから」


「もうすぐ出てくるでしょう。効き目が切れますから」


「効き目ってなんです？」


「効き目は効き目です。風椿さんと神城さんは、ずっと続くと信じたみたいですわ」


「はあ……」


　なんだか分からず、目をばちくりさせる和樹。


　紫乃はいつものごとく、悠ゆう然ぜんとしていた。




第二十一話　デート　その理想と現実










　魔ま術じゆつ師し養成の私し立りつ学校、葵あおい学園。


　ちょうど三時間目の授じゆ業ぎようが終わり、休み時間となっていた。


　休みは十分しかない。この短い間に、生徒たちはトイレに行ったり、友人と話をしたり、次の授業の用意をしたりする。もっとも、短いと感じるのは大人の感覚で、学生には意外と長いものでもあった。


　さて一年Ａ組の教室。


「ねえ、凜りん」


　声をかけられた神かみ城しろ凜は、身体からだをねじって振ふり向いた。手は机つくえから離はなしていない。


　一学年が誇ほこる剣けん豪ごう少女は、剣の腕と同時に生き真ま面じ目めぶりでも有名である。今も次の時間の予習をしていたところであった。


「なんだ」


「相談があるんだけど」


　そう言ったのは女子生徒である。名を瀬せ能の華か苗なえという。活発な印象があり、凜とは比ひ較かく的仲がよい。


　凜は椅い子すを動かして姿し勢せいを正した。話が長引きそう、あるいは真剣なものだと、彼女はこうする。


「ちょっと他の人には話せなくて……いいかな」


「別に構かまわないが」


　華苗はほっとした様子を見せた。


　凜は一年Ａ組のクラスの委員長ではない。そのわりにはこの手の相談事をよく持ちかけられる。童顔だが一番落ち着いて見えるため、やっかいごとが持ち込まれるのだ。もちろん解かい決けつ不ふ可か能のうなのもあるが、大半は聞いてくれれば気が済すむような相談なので、極きよく力りよく付き合うようにしていた。


「どんなことだ」


「ここではちょっと」


　人目があると話せなさそうなので、凜は立ち上がって廊ろう下かに出た。


　廊下の端はし、階かい段だん下したに移い動どうした。ここにはちょっとしたデッドスペースがある。完全には姿すがたを隠かくせないが、立ち話には都合がよかった。


「それで相談とは？」


「えっとね」


　華苗はまだもじもじしていた。


「その……凜に迷めい惑わくじゃなければいいんだけど……」


　安心させるように、微笑ほほえんでみる。


「水くさいな。そんなことは気にしなくていい。どんなことでも構わないぞ。料理のことでもいい」


「いやそれはなにがあっても殴なぐられても蹴けられてもいじめられても地球が壊かい滅めつしかかっても絶ぜつ対たいに相談しないけど……えっとね……あの……」


　クラスメートはもじもじしていたが、意を決して話しはじめた。


「男の子のことなの」


「……え？」


「ちょっと気になる男の子がいて、彼と……その……デートすることになったのね。それで、なっ、なにをすればいいのか分からないの。だから……凜にアドバイスをしてもらおうと思って」


「…………」


「ほ、ほら……凜って、二年生の男の友達とかいるじゃん。だから詳しいかなって……」


「…………」


「なに着てけばいいかも分かんないし、話すこともあんまりないから……そっ、そこらもアドバイス欲ほしいな……」


「…………」


　凜は返事をしなかった。だが彼女は、それをイエスと思ったらしく、


「引き受けてくれるんだ。ありがとう……恩おんに着る」


　両手で凜の手を握にぎりしめた。


「デートは明後日なの。だから……明日までに教えてくれると」


　凜にはあまり意い識しきがない。首が外れかかっているマネキンみたいに、かくかくと動かした。


　華苗は嬉うれしげに微笑んだ。


「じゃあ、お願いね。頼たよりにしてるから！」


　彼女はにこにこして手を振ると。教室に戻っていく。


　あとには、精せい神しんがシベリア鉄道十日間の旅に出かけた剣豪少女だけが残された。


　キーンコーンカーンコーン。休み時間終了を告げるチャイムが鳴る。


「……あれ？」


　階段上から降おりてきた女子生徒が、凜を見て首をかしげた。山やま瀬せ千ち早はやであった。


「神城さん、そんなとこでなにしてるの」


「…………」


「もう授業始まるよ。あたしも戻んなきゃなんないけど」


「…………」


「家に教科書忘わすれたの？　必要なら、妹に頼んで貸かしてもらうよ」


「…………」


「神城さん？」


「山瀬さん……」


　凜の精神は、旅の途と中ちゆうで戻ってきていた。油切れできしんだ機械にみたいに音を立てて、ゆっくり首を動かす。


　千早は若じやつ干かんだがひるんだ。


「な……なに？」


「お願いです……助けてください」


「え？」


　千早は腰が引けながらも疑ぎ問もんの声をあげた。





　　　　○





　昼休み。二年Ｆ組の教室。


　この長い休みを利用して、凜は千早のところまで出で張ばっていた。知り合いとはいえ一年が二年の教室内まで来るのはかなり珍めずらしいが、Ｆ組の生徒たちは拒こばんだりせず、むしろ気をつかって席を空けてくれた。これがＢ組ならまず、チャージ代とか言い出すところだろう。


「デート……ね」


　千早は困こまったような笑みを浮うかべた。


「あたしにそんなこと聞くかなあ」


「相談された私の身にもなってください」


　凜はヘドロが溜たまった沼地みたいな顔をしていた。


「まさか今さら断ことわるわけにもいかず引き受けてしまったのですが、男女の仲など分かるわけもなく」


「その辺はあたしも同じだけど」


「頼る相手も少ないので、山瀬さんにお願いしたいのです」


「風かぜ椿つばきさんがいるじゃない。あの人なら、デートの経けい験けんも豊ほう富ふでしょ」


「考えました。しかし玖く里り子こさんに頼たのむと、一足飛びに……色気がある方面に突とつ入にゆうしそうで」


「あー、ありそう」


　千早は同意した。見かけより純じゆん情じよう派はなのは知っているが、グラマラスであり策さく士しでもある。大人の階段を上りエスカレーターに変へん貌ぼうさせそうだ。


「相談を持ちかけてきた娘むすめは、もっと純じゆんなのです。初デートらしいので、過か激げきな方面に偏かたよるのは好ましいこととは言えず……」


「うわ。想そう像ぞうしたら顔が赤くなってきた」


「そもそも、高校生で男女の仲をデートを云うん々ぬんすることがいけないのです。学生といえど分別は身につけていなければならないはず。恋こいだのなんだのは、成人してからでもおかしくありません」


「じゃあ怒おこったふりして断れば。刀を抜ぬけば黙だまるんじゃないかな」


「クラスメート相手に刃にん傷じようは避さけたいので」


「そりゃそうか」


　うなずかざるを得ない。始終顔をつきあわせる関係である。あと二年は一いつ緒しよにいるのに、殺さつ人じん鬼きの汚お名めいを着たくはないだろう。


　凜はどんどん沼地へと沈しずんでいった。


「万策……というほど考えてはいないのですが、なにかいい手しゆ段だんはないものかと……」


「うーん……」


　千早は腕うでを組んだ。


　彼女も恋れん愛あいの達人ではない。むしろうとい方だ。なにしろ彼氏いない歴イコール年ねん齢れいである。自転車すら乗れない人間にツール・ド・フランスでのアドバイスを求めるようなものだろう。


　とはいえ、むげに断るのもつれなさすぎる。経験がないならないなりに、助けるつもりだった。


「……やっぱりさあ、二人だけではどうにもならないわよね」


「は……しかし、なるべく隠おん密みつに事を運びたいので……」


「蛇じやの道はなんとかよ。頼りになる友達がいるじゃない。立ってるものはレッサーパンダだって使わなきゃ」


「は……」


　凜は首をかしげた。





「それで……わたしですか？」


　宮みや間ま夕ゆう菜なは自分自身を指さした。


　授業が終わり、夕菜は同居人たちより一足早く帰き宅たくした。今こん晩ばんの料理当番なので、支し度たくをする必要があったからだ。手っ取り早く材料だけを用意して鍋なべ物ものにしようと思っていたら、凜が千早を連れて帰宅したのである。


「ええ。こういうことは、女が集まって知ち恵えを出し合った方が、すんなり決まるのではないかと山瀬さんが」


「と、思うんだけどね」


　千早も言う。


「宮間さんって、式しき森もり君との付き合いがあるじゃない。だから、男の子の好みも分かるかもって」


「構かまいませんけど……」


　夕菜は一いち応おう承しよう諾だくした。


「わたしも詳くわしくありません」


「だから集まって考えようかなって思ったの。大おお勢ぜいいれば、ミスもフォローできるし」


「そうですね」


　夕菜は制せい服ふくの上からエプロンを締しめた。帰宅途中で買ってきた材料を、ビニール袋ぶくろから出す。


「ご飯の用意しながらになっちゃいますから、飲みたいものがあったら冷れい蔵ぞう庫こから出してください。あ、夕食、食べていってくださいね」


「ありがとう。あたしも手伝うから」


　千早も台所へ入る。


「では私も……」


　凜も続こうとしたが、二人は「じっと座すわっていて。なにも触ふれないで。できれば呼こ吸きゆうもひかえて」と全力で拒きよ絶ぜつした。


　夕菜が米をとぐ。


「……そのクラスメートさんの彼氏は、どういう人なんですか？」


「まだ交こう際さいしているわけではないと言ってました。ただこれが初めてなので、迂う闊かつな失敗はしたくないと」


　凜は椅い子すに座ったままで話した。


「人物については……特に特とく徴ちようがなく、普ふ通つうだと」


「そうですか……」


　夕菜はちょっと困こまったようになった。


「つまり、どんなことをしてもいいんでしょうか」


「そうですね……やれる範はん囲いが広いと解かい釈しやくもできます」


「でしたら、ちょっと冒ぼう険けんしてもいいですね」


　千早は鶏とり肉にくを一口サイズに切りながら、「違ちがうんじゃないかな」と思っていた。最初からいきなり完かん璧ぺきを期したり、奇き抜ばつに流れるのは初心者が陥おちいりがちな罠わなだ。無ぶ難なんは無難と言うだけあって、間違いが少ないのである。だがこの家では他人なので、口出しがしづらい。それに彼女自身も経験がないので、言うのははばかられた。


「男女交こう際さいでなにが大事なのでしょう」


　と凜。


「初めてなんですから……インパクトだと思います」


　夕菜がゴルフのスイングみたいなことを言い出す。


「見た瞬間で印象づけないと。デートが終わったら忘わすれちゃうようじゃ困ります」


「確たしかに。衝しよう撃げきは大事ですね」


　凜はチラシの裏うらを使って、メモを取る。


「とすると、やはり服ふく装そうでしょうか」


「そうですね。第一印象で決まることは多いですから。手は抜けません。女の子なんですから、服も気をつかわないと」


「どのようなのが」


「派は手でにするのがいいんじゃないんですか。赤と黄色のツートンカラーとか」


　聞きながら千早は首をかしげた。なんだそれは。


「遠くからでも見分けがつくようにすれば、男の子もエスコートを迷まよわなくなります。信号機だって、誰にでも分かるからああなんです。デートも同じです」


「確かに」


　凜は感心していたが、千早の心には黒雲が出現していた。信号は確かに目立たなければ駄だ目めだろうが、デートでそんな必要があるのか。


「明日は暖かくなるって天気予よ報ほうで言ってましたから、素す肌はだを見せるのもいいかも。ビキニなんてどうでしょう」


　え、海に行く気なの、と千早は思う。


「いやそれは」


　凜が反はん論ろんする。彼女はいつの間にか立ちあがり、料理を手伝おうとしていた。


「目的は分かりますが、公こう衆しゆう道徳上問題があります。同じ素肌でももっと方法があるはずです。せめてワンピース風にするとか」


「だからいいんじゃないですか。堅かたいままだったら女の子も身構えちゃいます。危き険けんな女ってことも演えん出しゆつすれば、印象が強まりますよ」


「……一理ありますね」


　ないから、と千早が呟つぶやく。


　それでも凜は、砂さ糖とうと酢すと赤絵の具を混まぜた訳わけの分からない調味料を作りながら、しきりと感心していた。


「では、上はともかくとして、下の格かつ好こうはどうしますか。スカートではありきたりすぎると思うのですが」


「そうですね……」


「私が思うに、メッセージ性を強調するのがいいのではと考えます。スカートにローマ字で詩が縫ぬいつけてあると目を引きます」


「それはロマンチックですね」


　千早は「あたしが見たら大笑いするか目をそらすなあ」と思っていた。ファッションではなくて純じゆん粋すいなメッセージ、しかもローマ字なんて聞いたことがない。


　凜が立ち上がり、手伝うつもりなのか、さきほどの調味料を全すべて鍋なべに入れようとした。千早はさりげなさを装よそおって取り上げる。


「スカートの裏も工夫したいですね」


　夕菜が春菊を切って、長さを揃そろえた。


「鉄てつ板ぱんを貼はり付けておくのがいいかもしれません」


「ほう」


「そうすれば重さでめくれることがなくなります。しとやかさと恥はじらいがありませんと、男の子に軽けい蔑べつされちゃいます」


「夕菜さんは、押おすタイプではないのですか」


　夕菜は首を振り、削けずり節を出だ汁しパックに入れ、アルミの鍋に沈しずめる。


「お料理と同じです。派手さにも裏付けがないと」


　凜は再ふたたび感心する。千早の疑ぎ念ねんは、すでに雷らい雲うんとなって心に雨を降ふらせていた。しかも豪ごう雨う。


　仕方なしに口を出した。


「ねえ、恥じらいが必要なんだから、アピールは派手じゃない方がいいと思うんだけど。普通の格かつ好こうが……」


　全てを言う前に、凜が手を叩たたく。


「それは目立たないところでもっとお洒落しやれをしろということですね。確かにそうです」


「ちょっと違う……」


「しかし、腕に入れ墨ずみをするのはやはりよくありません。学校でも問題になります」


「そんなこと言ってないんだけど……」


「やはり大和やまと撫子なでしことしては、慎つつましさが必ひつ須すです。むやみに目立てばいいというものではありません」


「それはそう……」


　千早の感情を置き去りにして、夕菜と凜は盛もり上がっていた。特に凜はアイディアをメモするのと同時に、シャーペンの芯しんをネギに埋うめ込むなどの創作料理に没ぼつ頭とうしていた。


「そうですね。服に頼るのはよくないかもしれません」


　夕菜が言う。千早はそっと胸むねをなで下ろした。が、悪い予感が消えないので恐おそる恐おそる訊きく。


「……じゃあどうするの」


「いっそ最初のインパクトで勝負をするんです。男の子に会ったら、手品を披ひ露ろうするとかはどうでしょう。袖そでから鳩はとを出せばきっと驚おどろきます」


「…………」


　予感の当たった千早であったが、まったく嬉うれしくなかった。夕菜はいかにもいいアイディアだと言いたげだ。


「どうしても恥ずかしいなら、サングラスをすればいいんです。これで顔が隠れます」


　凜は凜でまた感心している。


「なるほど。人ひと混ごみに溶とけ込むんですね。羞しゆう恥ち心もきちんと抑おさえられます。男と会うと同時にサングラスを外して、鳩を飛ばせばかなり印象づけられます」


「ええ。これでハートも摑つかめます。あれですよ、萌もえですね」


「萌えですか」


　二人は萌えを繰くり返しながら、何度も納なつ得とくしていた。千早は心の雷らい雨うが酷ひどすぎて地面を水みず浸びたしにしていたが、凜は賞賛を惜おしまない。


「さすが夕菜さんですね。素す晴ばらしいと思います」


「そんな……いつも和樹さんと一緒にいますから、応用しただけです」


「いえ、私には想像もつきません」


　あたしもつかない、と千早。そもそもこの二人には、自分がどうして欲しいかという観点が欠けている。もし自分がデートをするとき、男が世にも珍ちん妙みような格かつ好こうをしてきたら悪い意味で驚くだろう。特に夕菜は、和樹と色々なことをしたりされたりしているはずなのに、なんでこんな考えに行き着くのだろうか。それともこれが萌えの一種なのか。


　だが二人はかなり盛り上がっている。というか、後先を考えていなかった。


「ご飯が終わったら、さっそくアドバイスをリストアップです、凜さん！」


「準じゆん備びは抜かりありません。瀬能さんが明日どれくらい喜んでくれるのか、今から楽しみですよ、夕菜さん！」


　いかにも楽しげに会話をしていた。特に凜は、どこから持ってきたのか、醬しよう油ゆの代わりに墨ぼく汁じゆうを小皿に移うつそうとしていた。


　あえて水を差すように、千早が発言する。


「でも、あたしたちだけで決めちゃうの？　やっぱり風椿さんとか舞まい穂ほちゃんとかも入れた方がいいんじゃない？」


　凜が首を振る。


「前にも言いましたが、今回は玖里子さん抜きでやります。それに舞穂ちゃんも、ろくなことをしません。きっとどこかの官かん能のう小説になってしまいます」


「あたしがなんだって？」


「なんだってー？」


　夕菜と凜は、同時に「わっ！」と叫さけんだ。いつの間にか風椿玖里子と栗丘舞穂が、台所の入り口から中を覗のぞいていた。


「なによ『わっ』って。内緒の話でもしてたの？」


「してたのー？」


　二人は中に入ってくる。夕菜と凜は当然のことにびくびくしており、千早はそれを利用して墨汁を始末した。


「な……なにもしてません」


「してません」


　夕菜と凜は、首を左右に振った。玖里子はうさんくさそうに、


「ふーん。あら、千早。いらっしゃい」


　千早はぺこりと頭を下げる。


「食べてってね。和樹いないけど」


「え……式森君は……？」


「伊い庭ば先生に捕つかまってるの。新型ハードを朝一でゲットしたいから、今から店に並ならぶんだって」


「……一人でいいんじゃ」


「使い潰つぶすに決まってるから、今から二つ買うんだってさ」


　実に伊庭かおりっぽかったが、付き合わされている式森和樹は、不運としか言い様がない。


「で、なんの話なの？」


「えっと……」


　千早はちらりと横に目をやる。夕菜と凜が、物騒な視し線せんをこっちに飛ばしていた。特に夕菜は包ほう丁ちようを握にぎっている。


「なんでもないです。その……世間話」


「ふーん」


　玖里子は目を細めた。


「世間話ってえと、資し源げん獲かく得とく競争における中国の位置づけと我わが国の関かかわり合いとか、構造改かい革かく派はとリフレ派のせめぎ合いとかああいうの？」


「そ……そんなとこです」


　千早は適てき当とうにうなずく。


「ほー。確かに世間話ね」


　玖里子は舞穂の方を向き、


「みんなは内ない緒しよ話をしてるみたい」


「むー、酷ひどい酷いー」


　舞穂は小さな頰ほおを膨ふくらませる。


「酷いねー。最悪だねー」


「最悪ー。ナチス以上の悪あく魔まの医い師しー」


「じゃあ、あたしと舞穂ちゃんは、二階に行って女同士で話をしようか」


「するー。女同士でアダルトな色気で悩のう殺さつするー」


　玖里子はあははと笑い、舞穂の手を引いて階段へ向かった。千早はふうとため息をつく。


「……宮間さん、神城さん。なんか風椿さん疑うたがっていたけど……」


「これくらいならいいです」


　と夕菜。


「どうせデートは明後日なんですから、過すぎちゃえば関係ありません」


「そうですね。明日、瀬能さんに話しておしまいでもいいでしょう」


　凜も同意する。


「そうなのかな……」


「心配しすぎですね。お腹なか減へっているんですか？」


「減ってるけど……」


　千早は下か腹ふく部ぶを押おさえた。実は小さくだが、何度か鳴っているのだ。


　夕菜は笑った。


「じゃあお鍋なべを始めましょう。もうすぐご飯も炊たけますから」


　まだ不安を抱かかえている千早を尻しり目めに、夕菜と凜は食器をテーブルに並ならべていった。





「……聞いた？」


「聞いたー聞いたー」


　階かい段だん脇わき、背せを低くした玖里子と舞穂は、ずっと耳をそばだてていた。
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「なんかデートとか言ってたわね」


「デートだー。黙だまってるなんてずるい」


「そうね。あたしたちに話さないなんて、なんかあるわ」


　玖里子は声を低くする。


「和樹君のことー？」


「違ちがうわね。今は伊庭先生と一緒なんだから連れ出せないはずだし……あの三人か、誰かの友達ってとこかしら」


「むーむー。舞穂もデートのこと知りたい知りたーい」


「あたしもよ。ちょいと調べてみようじゃない」


「そうするー」


　玖里子の言葉に、舞穂は何度もうなずいた。





　　　　○





　次の日の学校。


　休み時間を利用して、凜は華苗を屋上に引っ張り出した。夕菜と千早も当然ついて行く。華苗は突とつ然ぜん紹しよう介かいされた二年生二人を見て、さすがに戸と惑まどっていたが、拒きよ絶ぜつはしなかった。


「皆みなで出したアイディアをまとめてきた」


　凜は、持参したノートを差し出した。


「書き出していたら徹てつ夜やになった。車が一台買えるくらいの予算が必要になったので、泣く泣く削けずった。そのあたりもくんで欲ほしい」


「う……うん」


　華苗がノートをめくる。細かい字でびっしり埋うめ尽つくされていた。


「えっと……このたびはお日ひ柄がらもよく……時じ候こうの挨あい拶さつ？」


「序じよ文ぶんだ。デートをするに当たっての心こころ構がまえと男女交際史を周の時代から記き述じゆつした。そこは家に帰ってから読め。必要なのは中ちゆう盤ばん以い降こうだ」


「ええと……このイラスト描かいたの誰」


「私だ」


「千手観かん音のんみたいに、手がいっぱいあるんだけど……」


「絵は苦手なんだ。早く読め」


「デート当日の服ふく装そう。男の子の関心を引き、なおかつ奇き抜ばつにならない程てい度どの格かつ好こうが望ましい……そのためのお薦すすめとしては、素す肌はだにビキニトップ、さらに祭で着る法はつ被ぴ姿がベスト……」


　怪け訝げんに思ったか、華苗は凜の顔を見た。剣豪少女と、ついでに夕菜もうなずいた。


「日にち常じようの中でハレの姿だ。祭という手を取らせてもらった」


「そうです。これなら自然です」


「……そうですか……」


　未み経けい験けん者しやの悲しさ、自信満々にアドバイスされたため反論もかなわず、華苗は続けて読んだ


「法被がなければ褞袍どてらでも可か。肝かん心じんなのは袖そでが手首まで隠れること。下はスカートの下にジーンズを穿はく。ただしジーンズの片かた方ほうは膝ひざまで切せつ断だんしてカジュアルさを演えん出しゆつ。スカートにメッセージを入れるのも忘わすれずに。アメリカ海兵隊の罵ののしり言葉が有ゆう効こうでしょう……男の子と会ったら、手品の一いつ環かんとしてなにもないところから鳩はとを出現させてインパクトを与あたえます。トンカチで頭を殴なぐることも効果的ですが、殺人にならない程度に……これ、本気ですか」


「本気だ」


　と凜。


「ここまでやれば、絶ぜつ対たいに忘わすれない」


「確かに忘れないと思うけど」


「私たちが話しあって出た結論だ。効果は保ほ証しようする」


　華苗はさすがに疑問を持っているようであった。千早が両手を合わせて拝おがむように謝しや罪ざいしているが、気づいていない。


「……ありがと。じゃあ、この服で行くね」


「そうしてくれ」


　凜はほっとした。


「宮間さんと山瀬さんもありがとうございました。うまくいったら報告します」


「期待してますから」


「もう本当にごめんなさい……」


　夕菜はにこりとし、千早は自殺寸すん前ぜんの顔をしていた。





　そして彼女たちを覗のぞき見る、長身女性の影かげ。


「ふむ……なんかすごい格好みたいだけど、デートの装よそおいは決まったみたいね」


　玖里子は一人呟つぶやく。その肩かたを、舞穂がつついた。


「にゃー、調べてきた」


「どうだった」


「んとね、瀬能さんって言うんだって。凜さんと同じクラス。デートの相手はね、やっぱり一年Ｃ組の男の子。やっぱり初デートみたい」


「ご苦労様。趣しゆ味みとか分かった？」


「こだわりはないみたいだってー」


「ほお。こだわらないのね。ようし、舞穂ちゃん、ちょっと面おも白しろいことをするわよ。いい？」


「するー」


　舞穂が両手をあげて喜ぶ。玖里子の目が、怪あやしく光った。





　　　　○





　デート当日。


　瀬能華苗は夕菜と凜のアドバイス通りに、駅前で待ち合わせをしていた。


　さきほどから通行人が、華苗を見てはぎょっとしたようになり、目を合わせないようにして小走りに去っていく。彼女を中心にした半径十メートルほどは、人っ子一人いない。ときどき指を差して笑い出す不良っぽい少年もいるが、しだいに気の毒そうになって、軽く頭を下げて詫わびるのが常つねだった。


　夕菜と凜、それに千早は、少し離はなれたところから様子をうかがっていた。


「……確たしかに目立ちますね」


　と凜。華苗の格かつ好こうは、控ひかえめに言ってもパチンコ屋に雇やとわれたチンドン屋だった。


「あれなら男も、すぐに見つけられるでしょう」


「むしろ注目引き過すぎって気も……あれ、男の子に嫌きらわれちゃわないかなあ」


　千早が小声で言う。彼女はこのような暴ぼう虐ぎやくを止められなかったことを、心の底から悔くいていた。


　しかし夕菜は力強く、


「平気です。わたしたちが考えたファッションは完かん璧ぺきですから」


「……なにが平気なのかが問題なんだけどな……」


「目立たせて、男の子をびっくりさせようってコンセプトですから」


「びっくりは絶対すると思うけど……」


　夕菜が顔を上げて、駅の屋根付近に設せつ置ちされているデジタル時計に目をやった。十一時。もう待ち合わせの時間だ。


　だが華苗のデート相手らしき男の子は、現あらわれなかった。


「……来ませんね」


　夕菜が呟く。


「遅おくれているんでしょうか」


「男のくせに時間も守れないとは、けしからん話です。女を一人で待たせてどうするつもりなのでしょう」


　凜は憤ふん慨がいしている。刀こそ握にぎっていないが、几き帳ちよう面めんな性せい格かくには耐たえられないらしい。


「もしかしたら、来てるのかも……」


　千早は恐おそる恐る口にする。


「来たんだけど……なんていうか、顔を出しづらくなっちゃったのかもしれない」


「おや、何な故ぜです」


「だってあの格好じゃない……」


　夕菜と凜は、あらためて華苗を眺ながめた。


　しばらく間が開く。だんだんと、二人の顔から血の気が引いていった。


「……わたしたち、もしかしたら間違ったのでしょうか……」


「なんと申しますか……流行を先取りしすぎたかもしれませんが……」


「先取りどころじゃないと思うよ」


　千早は冷静に言う。やや視し野やを広くして華苗と周囲の風景を一緒に眺めるようにすると、異い様ような格好が実に良く分かる。夕菜も凜も、居い心ごこ地ちが悪そうにもぞもぞしていた。
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「わたし……冷静になってきました……」


「私もかなり……あれは変です」


　二人の心には後こう悔かいの波が押おし寄せているようで、顔色が非ひ常じように悪い。今までの熱病みたいな興こう奮ふんは、どこかに吹き飛んだようであった。


「なんであんな服を着せちゃったんでしょう……」


　夕菜がしゃがみ込んで頭を抱かかえる。


「それは……夕菜さんが言い出したからでは」


　凜も目線を下に向けながら言う。


「なに言ってるんですか。凜さんも賛成しただけじゃなくて、色んなアイディア出してました。わたしより多かったんじゃないですか」


「まあ……同どう罪ざいですが……」


　罪つみ、と言ってしまうあたりに、現在の胸むねの内が見え隠れしていた。


　慎しん重ちように、華苗の様子をうかがう。ややうつむき加か減げんで、ずっと同じ姿し勢せいのままだ。


「罰ばつゲームみたいです……」


「なんかもう心が……」


　千早は二人に、


「男の子、なんか来ないみたいだから、瀬能さんのとこ行ってこようか。着替えてもらった方がいいんじゃないかな」


「そう……ですね」


　夕菜が首しゆ肯こうした。あの格好のまま、十分、二十分と待たせておくのは彼女も辛つらいだろうし、こっちの心しん臓ぞうにもよろしくない。


　とその時。


「ちょい待ち」


　背はい後ごから声がかかった。


　三人は驚おどろいて振り返る。そこには玖里子と舞穂がいた。


「やーっぱり、あの一年のことだったのね。調べたかいがあったわ」


「調べたー」


　玖里子は腕うで組ぐみをしており、どことなく意地悪そうな口ぶり。舞穂は相変わらずにこにこしていた。


「あたしに黙だまってやるなんて、女の友情なんてはかないものね」


「だ……だって、玖里子さん」


　夕菜が、つっかえながら反論する。


「絶ぜつ対たい変なアドバイスをするし、引っかき回しちゃうから、それだけは避さけたいって……」


「なに。あたしは客に損そんをさせる先物取引の営えい業ぎようと同じだって言いたいの？　それはそれで出世ね」


「のけ者にしようとしてたわけじゃないんです」


　玖里子は首を伸のばし、華苗を覗のぞき見た。


「……それにしちゃあ、すごい格好ね。浮ういてるっていうか、宇う宙ちゆう人じんが紛まぎれ込こんできたみたい」


「私たちも後こう悔かいしています……」


　凜が嘆なげいた。


「無む論ろん、このままでは男に拒きよ絶ぜつされますから、なんとかしようとしていたところで」


「ふーん。でも、もう遅いと思うわよ」


「え？」


　道の向こうから、華苗に向かって誰かが手を振った。男だ。


　夕菜たちはその姿すがたを見て、軽く悲鳴を上げた。


「かっ……風椿さん、あれは……」


　そこまで言って、千早が絶ぜつ句くする。


「そっ。あの女の子のお相手。あたしと舞穂ちゃんで、たっぷりアドバイスしといたわよ」


　その「アドバイス」がすさまじかった。遠目には黒の上下スーツに見えるが、実は燕えん尾び服ふく。おまけにシルクハット。手にはステッキ。胸むねのポケットから覗のぞいてるのは懐かい中ちゆう時ど計けいのチェーンだった。


　どこの紳しん士しだと思うが、高校生に似に合あう格好ではない。チャップリンのユーモアにも遠く及およばない、無茶な仮か装そうだった。


「きゃーっ」


　夕菜は卒そつ倒とうしそうになった。


「くくくく玖里子さん、あんなことさせて、申し訳わけないと思わないんですか!?」


「人のこと言えるの？　あんたたちもかなり滅め茶ちや苦く茶ちややってるわよ」


「あれじゃ罰ゲームどころか、拷ごう問もんですよ！」


　自分たちのしたことと玖里子のしたことが合わさって、彼女はパニック寸すん前ぜんであった。


　待ち合わせ場所で華苗が立ち上がった。男の子を見つけたらしい。口を半開きにして眺めている。黒ずくめのシルクハットをかぶったゴキブリみたいな姿が、彼女の元へと近づく。


「あああ……欽ちゃんの仮装大賞みたいな男女が……」


　夕菜がうめく。


「周りの人たちが、一いつ斉せいに目をそらしています……」


　凜が呟つぶやく。


「瀬能さんも、声が出ないみたい……」


　これは千早。


「これは凄すごいわね。発明とか発見をする学者って、こんな気分かしら」


　人ごとのような玖里子。


「にゃー、どうなるのか楽しみ。面おも白しろーい」


　舞穂は目を輝かがやかせてわくわくしていた。


　男の子は、華苗の目の前までやってきた。


「遅おくれてごめん……」


「ううん……全然……」


　啞あ然ぜんとしながら見つめ合う二人は、どこかの喜き劇げきよりも滑こつ稽けいで恥はずかしかった。夕菜たちは「きゃー」やら「うひー」やら叫さけび、身を隠かくしているロッカーの陰かげで転がり回った。


「あの……」


「えと……」


　二人はそこで無言になる。やがて、男の子が呟いた。


「素す敵てきだね……その服……」


「あなたも……」


　華苗は顔を赤らめる。


「なんだかイギリス紳士みたい……とても格好いい……」


「君も、金持ちがアフリカでトラ狩がりしてるみたいだね。すごく魅み力りよく的だよ……」


　どこからともなく近づきあった。


「えええー！」


　今度は意外さのあまり絶ぜつ叫きようする夕菜。


「いいんですか、あれでいいんですか!?　格好いいとか素敵って……」


「趣しゆ味みが変って聞いていたけど、間近で見ると驚おどろくわ」


　玖里子が誰だれにともなく言う。


「……知っててやったんですか？」


「博ばく打ちって、やってみなきゃ分かんないところがあるから、面白いのよねえ」


　長身の三年生は、にやりとした。


　華苗の袖そで口ぐちから出た鳩はとが、大空に飛立っていった。




番外編一　レディ・ボーイ










　葵あおい学園の養よう護ご教きよう諭ゆ紅あか尉い晴はる明あきは歩いて学校まで通っている。車は何台か所有しているが、使ったりはしない。実はわりと距きよ離りがあるのだが、苦く痛つうは感じていなかった。


　住すま居いは同じ区内にある洋館で、その不気味さから「一家心中があった」「猟りよう奇き殺人の現げん場ばで、推すい理り小説家が参考にした」などと噂うわさされている。だが真に不思議なのは、洋館の場所には最近まで別の建物が建っており、いつ紅尉の住まいができたのか誰だれも知らないことであった。


　住んでいるのは彼だけではない。妹で、やはり葵学園に嘱しよく託たくという身分で勤きん務むしている、紅尉紫し乃のとの二人暮ぐらしであった。


　その妹が、リビングでなにかやっていた。紅尉は自室から出てきて、その光景に遭そう遇ぐうした。


　紫乃は暖炉の前で背せを丸め、手を動かしている。彼は思わず声をかけた。


「なにをしている？」


「あらお兄様」


　妹が振ふり返り、微笑ほほえんだ。


「もう起きたのですか。実験をしておられると思ったのですが」


「データを取るだけだからすぐにすんだ。それよりなにをしている」


「見て分かりません？」


　紫乃は手元を広げた。カラフルな布ぬのであった。


「裁さい縫ほうです」


「それは分かる。私が訊ききたいのは、どうしてお前が裁縫などをやっているのかということだ」


「あら。わたくしは上手ですよ。女らしいと言われます」


「自分で言うことではない。それよりも、なぜしているかだ」


「女性が裁縫をするのはいけないことなのですか？　たしなみです」


「我わが妹の口から、たしなみなどという言葉が出てくるとは思わなかった」


　紅尉は紫乃の前に回り込む。彼女はクラシックな椅い子すに座すわり、膝ひざ掛かけの上に縫っている布を広げていた。西洋の童話に出てくる老ろう婆ばのようである。


「らしくないぞ」


「そうでしょうか」


「なにを考えている」


「嫌いやですわ。久ひさしぶりに縫ぬい物をしているだけですのに」


　ほほほと笑う。どうにも軽い声で、詐さ欺ぎ師しかキャッチセールスの口上みたいだった。


「……私の記き憶おくでは、その布には魔ま力りよくが封ふうじ込こめられているはずだが」


「そうでしたか」


「糸をいったんマンティコアの血にくぐらせて、さらに魔力を与あたえて織おったものだ。取り扱あつかいには十分な注意が必要なはずだ」


「そうでしたか」


「そう私に言ったのはお前だ」


　じろりと妹を見つめる。紫乃は平然としており、動じた様子はうかがえない。もっとも紅尉は、妹が大変なポーカーフェイスであることをよく知っている。


「なにに使うつもりだ」


「別に目的は」


「お前が目的もなしになにかするものか」


　紫乃は一度手を止めた。


「そうですね、どんなことがよろしいですか？」


「私が質しつ問もんをしている」


「こういうものは、戦場に持っていって効こう力りよくを確たしかめるのがよろしいでしょうね」


「今から中米のジャングルにでも持ち込む気か。そのために紛ふん争そうを引き起こすのではあるまいな」


「まあ酷ひどい。そんなことをする女だと思いまして？」


「お前は自分の楽しみのためならなんでもする。現げん地ちの住じゆう民みんを煽あおって、革かく命めいの火種を播まくのは止やめろ」


「さすがに今は、そんなことはしません」


　前はしていたと言いたげな台詞せりふだったが、追つい及きゆうはしない。彼は妹の性せい格かくをよく知っていた。


　紫乃は再ふたたび手を動かす。


「服を作っているのです？」


「服？」


「新しい服が似に合あうのではと思いまして」


　紅尉は紫乃の手元の布を眺ながめる。彼女にぴったりなサイズではなかった。


「誰の服だ」


「内ない緒しよです」


「誰の」


「内緒」


　喋しやべろうとしない。彼女はわりと頑がん固こなところがある。しかもそれは、なにかいたずらするときと相場が決まっていた。


　紅尉はわずかにため息をついた。


「世間に迷めい惑わくはかけるな」


「あら、お兄様らしくない」


「お前はやることが極きよく端たんなのだ」


「大だい丈じよう夫ぶです。個こ人じんの服ですから。総そう理りに着せたりもしません。安心してください」


　そう答えつつ、針はりを動かす。かなり服らしい形になってきた。


「……人死にも出すなよ」


「はい」


　涼すずしい顔で返事をする紫乃。彼は説得も追及も諦あきらめ、自室に戻もどっていった。





　　　　○





　式しき森もり和かず樹きが保ほ健けん室しつに呼よび出されたのは放課後になってからで、宮みや間ま夕ゆう菜なと一いつ緒しよだった。


　急のことなので、二人は帰り支じ度たくをしていた。だが呼びに来た生徒は、「すぐに来てくれって言ってた」と告げていた。


「なんでしょうね？」


　夕菜は鞄かばんを机つくえに置き、首を傾かしげた。


「良くないことでもあったんでしょうか」


「さあ。紅尉先生って深しん刻こくなのもどうでもいいことも、全部同じだから、これだけじゃなにも分かんないよ」


　と和樹は答えた。直後に思い当たる。


「あれ？　今日の保健室って、紅尉先生だったっけ？」


「紫乃先生かもしれません。紅尉先生、大学の研究室に用事があるって言ってましたから」


　紅尉は一いつ介かいの養よう護ご教きよう諭ゆであるのだが、しばしば製せい薬やくメーカーや大学に呼び出される。それも迎むかえの車と運転手つきであり、特別待たい遇ぐうなことが多かった。


　当然保健室は空になってしまうが、その場合は妹の紫乃が引き継ついでいた。


「早く行って、すませちゃいましょう」


「そうだね」


　夕菜の言葉に和樹はうなずいた。


　二人は保健室まで一緒に歩いた。扉とびらをノックする。


「どうぞ」と返事があったので、中に入った。


　中は紫乃一人だった。彼女は丸椅い子すに座すわり、こちらに微笑ほほえんでいる。どうにも摑つかみどころのない笑顔だが、それを除のぞけば美しかった。


「お呼び立てしてすみません」


「いえ、いいんですけど……なんの用ですか？」


　和樹は立ったまま訊きいた。


「お座りになって」


「え……」


「さあどうぞ」


　と言ってもそこに椅子があるわけではない。和樹はパイプ椅子を二人分出してきて、広げた。


　夕菜と並ならんで座る。なんだか面めん談だんのようだった。


　紫乃は膝ひざに紙かみ袋ぶくろを置いていた。膨ふくらんでいるから空ではない。


　和樹は恐おそる恐る切り出す。


「あの……」


「和樹君はファッションについてどう思います？」


「は？」


「どうでしょう」


「どうって……」


　どうもこうも興きよう味みがなかった。服に関心がないのでセンスも悪い。私服に大したものがないし、頻ひん繁ぱんに外を出歩くこともない。制せい服ふく通学の葵学園をありがたく思うこともあった。


「えーと、別に興味ないですけど」


「そんなことないですよね」


　にこりとして、紫乃が言う。


「はい？」


「興味があると思います」


「ですからないって……」


「そんな和樹君のためにですね、プレゼントがあるんです」


「プレゼント……？」


「はい」


　紫乃が紙袋を開けようとする。そこへ、


「待ってください」


　夕菜が遮さえぎった。


「なんですか、いきなり」


「あら宮間さん。なんですかとはなんでしょう」


「いきなりファッションのことを言い出されると思ったら、なんだか怪あやしげな……」


「怪しくありませんわよ」


　微び笑しようを浮うかべている。しかしこの笑顔が全くあてにならないことを、夕菜だけではなく和樹も知っていた。


「プレゼントです」


「それが怪しいんです」


「そんなことありません」


「いーえ、わたしたちは今まで、紫乃先生のせいで酷ひどい目に遭あっています。ね、和樹さん」


　和樹は首しゆ肯こうする。同感だった。兄と違ちがい、紫乃は茶ちや目めっ気けと言うには極きよく端たんな性格をしている。こっちが不幸な目に遭うことも多かった。もっとも夕菜が不幸を拡かく大だいすることもあるのだが、ここでは言わないことにする。


「これが怪しいんです」


　夕菜は紙袋を指さした。


「これは別に……」


「わたしに確かく認にんさせてください」


　返事を待たずに、夕菜は袋を取り上げた。中身を引っ張り出す。


「……服？」


　出てきたのは、なんの変へん哲てつもない洋服であった。


「はい」


　と紫乃は言う。


「洋服です。和樹君にプレゼントしようと思って持ってきました。ですからファッションのことをうかがったのです」


「そうですか……」


「なのに宮間さんは、わたくしがまるでなにか陰いん謀ぼうを企たくらんでいるかのようにおっしゃっていましたが」


「え……でも紫乃先生は……」


「なにか不ふ審しんなところでもあるのですか？」


　夕菜は服を眺ながめる。なにもない。いきなり爆ばく発はつしたり炎上する様子も、当然なかった。


「ありませんよね」


「はい……」


「では和樹君に」


　夕菜は和樹に手て渡わたした。彼は「どうも」と言って受け取る。


「もらっちゃっていいんですか？」


「ええ、もちろん」


「すいません……」


「ただし」


　紫乃はもったいつけるように言い続けた。


「ここで着てみてください」


「ここで、ですか？」


　和樹は保健室を指さした。確かに三人以外誰だれもいないのだが。


「もしかしたらサイズが合わないかもしれません。直します」


「そこまで気を遣つかっていただかなくても……」


「サイズ違いをプレゼントしたことになると、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱですから」


「はあ。じゃあ」


　和樹は服を手にしたまま、カーテンで仕切られた場所に移い動どうした。そこにはベッドが四つ並ならんでいた。


　カーテンを閉しめ、制服を脱ぬいでベッドに置く。ここは具合の悪い生徒がしばしば横になりに来るが、単なるさぼりの場合も多いという。もっとも紅尉兄きよう妹だいは仮け病びようを見み抜ぬくのがうまく、そういう場合は妙みような注ちゆう射しやをしようとする。するといきなり治るのだそうだ。


　受け取った服を広げる。


「……なんだこれ」


　事じ態たいを認にん識しきするのに、しばらく時間がかかった。





　和樹が乱らん暴ぼうにカーテンを開けたとき、紫乃と夕菜は向かい合ってお茶を飲んでいた。着替えに時間がかかったので、くつろいでいたらしい。


「終わりましたか」


　紫乃がにこりとする。


「終わりましたけどね……」


「よく似に合あいますよ」


「なんなんですか、これは!?」


　彼はスカートの裾すそを引っ張り上げた。


　和樹が着ているのはセーラー服、それも葵学園の制せい服ふくではなく、ブルーを基き調ちようにした、古い少女マンガに出てきそうな服なのであった。


「ちょっと肩かた幅はばが狭せまいかと思ってましたけど、ぴったり」


　紫乃は満足げな表情になる。


「ぴったりじゃないです！」


「でもちょうどいいですよね。腰こし回まわりも直す必要はなさそうですし」


「確かにあつらえたみたいな大きさですけどね……そういう問題じゃないです！」


　セーラー服というのは、海上自じ衛えい隊たいにでも入らない限かぎり、日本では少女が着るものなのだ。ましてや下はスカートである。これは男子高校生の服では断だんじてない。


「でも着たんですね」


「着ろって言われたからです！」


「きっと気に入ってくれると思いました」


　紫乃は軽く拍はく手しゆをしていた。和樹にではなく、自分の計けい略りやくがうまくいったことに対してだろう。


　和樹は恨うらめしそうにセーラー服を見つめた。ここには全身を映うつす鏡はないから、どんな格好をしているのかいまいち不明。もっとも映してみたら、卒そつ倒とうしてしまうかもしれない。


　一方夕菜は、ぽかんとしている。


「和樹さん……」


「あー、夕菜。その」


　すぐに脱ぐから、と言おうとしたら、いきなり近ちか寄よってきた。


「可愛かわいいです！」


　手を握にぎりしめる。目がきらきらしていた。


「とってもよく似合います。本当に、セーラー服がよく……女の子みたい！」


「そ、そう？」


　たじろぐ和樹。まさかここまで好こう評ひようだとは思わなかった。この手のことは好きではないと思っていたのだが。


「なんかちょっと羨うらやましいくらいです」


「僕ぼくはそうでも」
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「もっとよく見せてください」


　じっくりと眺ながめていた。それこそ上から下まで、実に興きよう味み深ぶかげだ。和樹は全身がくすぐったくなってきた。


「も……もういいよね」


「駄だ目めです」


「着替えさせてよ」


「まだです。もっと見たいんです」


　どことなく興こう奮ふんしてそうだ。熱心なんてものではない。


「ゆ、夕菜って、こういうの好きだったっけ」


「あまり女の子同士でべたべたしたり、じろじろ見たりするのは好きじゃないですけど……でも、和樹さんだったらこういうのもいい気がします」


　こっちはよくなかった。見られて喜ぶ趣しゆ味みはない。セーラー服姿すがただからなおさらだ。


「なかなかいいでしょう」


　と紫乃。彼女が元げん凶きようである。


　夕菜は何度もうなずいていた。


「すごく似合います。ぴったりです。もしかしたら、紫乃先生が仕立てたんですか？」


「ええ。和樹君の寸法を思い出しながら縫ぬうのが大変でした」


　大変なのは分かるが、労力のかけ方がおかしいとしか思えない。


　じろじろ眺める夕菜と紫乃。和樹は手を振ふって、二人の視し線せんを遮さえぎろうとした。


「もういいよね。着替えるから」


「えー。和樹さん、もう少しそのままでいてください」


「やだよ。脱ぬぐから」


　少しでも着たのだから、これで義ぎ理りは果たした。プレゼントと言われたが、返せばいい。


「では脱いでみてください」


　と紫乃。


「言われなくたって脱ぎますよ」


「ここで」


　思わず「は？」と言ってしまった。この女性は、男の着替えを見るのが趣味なのだろうか。


「なんでですか。恥はずかしいじゃないですか」


「いいですから」


「断ことわります」


「タイだけでも」


　セーラー服の胸むな元もとにあるネクタイのことだ。学校によっては、スカーフと呼んだりリボンと呼んだりもする。


　和樹はタイを引き抜ぬこうとした。が。


「あれ？　抜けない!?」


　まるで服に食い込んだようになって、タイが抜けなかった。どこかが引っかかっているのかと思ったが、そうではない。抜かれるのを拒きよ否ひしているとしか思えなかった。


　紫乃はうっすらと笑っている。和樹は悪い予感がした。


「先生！」


「あらあら」


　とりあえず怒おこるのは止やめ、カーテンの後ろに行く。急いでチャックを下ろしてスカートを脱ごうとした。


「うわー、こっちも駄目だ！」


　スカートもタイと同じように、脱がれるのを拒否している。まるで意志を持っているかのようだ。


　和樹はカーテンを開けた。


「紫乃先生！　なんですこれは!?」


「どうやらセーラー服は和樹君のことを気に入ってしまったようですわね」


「なんでこんなことが起こるんですか!?」


「魔ま法ほうのセーラー服だからです」


　紫乃はさらりと答える。


「魔法……？」


「はい。十九世紀オーストリアの魔ま術じゆつ師しによって織おられた布ぬのを改良してみました。手に入れても使い道がなかったのですが、こうしてみると大成功ですね」


「成功なもんですか！」


　服が脱げなくなってしまったのだ。このままだと、ずっと女じよ装そうしたまますごさなくてはならなくなる。万が一、こんな格かつ好こうで授じゆ業ぎように出る羽目になったら目も当てられない。笑われるだけならまだよくて、写真を撮とられて一生強請ゆすりの材料にされるだろう。


「どうにかしてください！」


「脱げばよろしいのに」


「だから脱げないんですって！」


　どうやっても引きはがせない。チャックはがっちり食い込み、無理矢理脱ごうにも袖そでが抜けなかった。


　このままだと本当にまずい。授業はなくてもこの姿すがたでの生活を強しいられてしまう。


　夕菜はというと、和樹の悪戦苦く闘とうぶりも喜んで眺ながめている。


「なんだか、そういう姿も素す敵てきです」


「僕は苦しいだけなんだけど」


「でも可愛いです」


　手伝ってくれる気配がない。少しでもセーラー服を着せておきたいのだろう。


「だ、誰か他に……」


「呼んできましょうか」


　と夕菜。


「うん……あ、いや、待って待って！」


　こんな姿を見られたらどうなるか分かったものではない。だが夕菜は「連れてきます」とスキップしそうな足取りで保健室から出ていった。


　せめてなにもせずに帰って欲ほしいとの願いも空むなしく、しばらくしてから彼女は戻もどってきた。


「じゃーん、連れてきましたー」


　嬉うれしそうだ。誰か引っ張ぱっている。保健室の外になにか言っていた。


「早く見てあげてください」


「ちょっと夕菜ちゃん、痛いたいわよ。引っ張らないで」


「こっちですって」


　入ってきたのは長身の三年生。風かぜ椿つばき玖く里り子こであった。


　玖里子は入って来るなり立ち止まった。和樹の頭から足あし下もとまで、ゆっくり目線を動かしている。


「……和樹？」


「見れば分かるでしょう」


　彼はふてくされたように答える。


「僕以外の誰だと言うんです」


「……セーラー服を着ている理由はなによ」


「着せられたんです」


　彼は手短に説明した。その間も夕菜は目を輝かがやかせたままで、紫乃は悠ゆう然ぜんとしている。


　玖里子は呆あきれたように聞いていた。


「それにしたって、わざわざセーラー服はねえ……」


「こっちの台詞せりふです」


「ずっと着てるつもりなの？」


「脱げないんですって」


　そこで夕菜が口を挟はさむ。


「ね、玖里子さん。似合いますよね」


「そうねえ」


「和樹さんって、女の子の服を着せたら合うんですよ。驚おどろいちゃった」


「確たしかにぴったりだけど……」


　玖里子はじろじろと観察していた。いつもなら、こりゃいいとばかりに囃はやし立てるタイプではあるのだが、今は夕菜よりも冷静だ。


「わたしびっくりしちゃって、玖里子さんを呼んだんです。和樹さんをもっと他の人に見てもらいたかったから……」


「…………」


「どうしたんです？」


　怪け訝げんな顔をする夕菜。玖里子が妙に難むずかしい表ひよう情じようをしていたのだ。


　長身の三年生ははっとして、


「あ、ごめん。ちょっとね」


「なにかありました？」


「いや、多分気のせいだと思う」


　なにやら自分に言い聞かせているかのよう。夕菜は「そうですか」と言ったものの、のりの悪い反はん応のうにつまらない模も様よう。


「そうだ。他の人にも見せましょう」


「ええっ、ちょっと、夕菜！」


「待っててくださいねー」


　和樹は止めたが、夕菜は耳を貸かさなかった。また飛び出していく。


　しばらくしてから、両手に女の子を引っ張ってきた。廊ろう下かから声が聞こえる。


「夕菜さん、歩きますから離はなしてください」


「にゃー、どこ行くのー？」


　神かみ城しろ凜りんと栗くり丘おか舞まい穂ほだった。あとで聞いたところ、凜は剣けん道どう部ぶにいたところを無理矢理、舞穂は廊下で遊んでいたところを連れてきたとのことであった。


「いいもの見せますから、入ってください」


「なんですか。珍めずらしいナマズなら生物部室で見られます」


「エッチなものー？」


　そして引っ張られた二人は、保ほ健けん室しつに入ってきた。


　和樹と目が合う。


「…………」


「……にゃー」


　舞穂は何な故ぜかぴょんぴょん飛び跳はねている。凜は絶ぜつ望ぼう的な顔になっていたが、やがて無言で竹刀しない袋ぶくろを手に取った。


「……式森」


「な、なに？」


「なんだそれは……」


「えっとね、これは……」


「男のくせになんだその格かつ好こうは！」


　素す早ばやい動きで竹刀袋から真しん剣けんを取り出し、刃やいばを抜ぬく。この間一秒もかかっていない。和樹の眼がん前ぜんを切っ先が通つう過かしていった。


「ひえっ」


「男らしくないのはもう諦あきらめたが、だっ、だからと言ってセーラー服などと……」


　柄つかを握にぎる手が震ふるえている。生き真ま面じ目めで形を重んじる彼女にしてみれば、想そう像ぞうの埒らち外がいにある出来事なのだ。


「いや、凜ちゃん……これは、僕ぼくが着たかったわけじゃ……」


「問答無用！」


　刀が宙ちゆうを走る。久ひさしぶりに剣けん豪ごう少女の殺意を浴びた。


「待って凜ちゃん、落ち着いて！」


「おっ、お前のことを信じていたのに！」


「信じていたって……ひゃー！」


　和樹は転てん倒とうし、四つんばいになって逃にげ出した。そこを凜が追いかける。


「男らしく腹はらを切れ！」


「意味分かんないよー！」


　和樹は逃げならが、助けを求めようとした。だが、夕菜は上機き嫌げんなため、こんな光景でも微笑ほほえましく見ている。舞穂はどんなことだろうと楽しそうだ。紫乃は仕し掛かけ人なので頼たのむだけ無む駄だ。


　冷静なのは一人しかいない。


「玖里子さん、助けてください！」


「…………」


「玖里子さん！」


「ねえ和樹……こっちに来てくれる？」


　真面目というより、どうにも納なつ得とくしがたいといった口調だった。和樹は這はいながらそっちへ向かう。


　玖里子の正面で立ち上がった。


「な……なんですか……」


　凜は玖里子が近くにいるので攻こう撃げきを控ひかえていた。和樹は息を整えようと深しん呼こ吸きゆう。


　玖里子の視線は胸むな元もとで止まっていた。


「和樹……あんた胸むねが大きくなってない？」


「は？」


「おっぱい膨ふくらんでるように見えるんだけど」


「……え!?」


　慌あわてて自分の胸を見た。


　上からではよく分からない。逃げ回っていたのでタイは曲がったままだ。しかしよく観察してみると、セーラー服に傾けい斜しやがついているような。


「先生！」


　紫乃の方を向いた。


「あの……もしかして、身体からだまで女になるなんてことは……」


「かもしれませんね」


　あっさりと言葉が返ってきた。


「その服は魔ま力りよくを帯びていますから、身体を服に合わせようとすることも十分考えられます」


「うわー!!」


　悲鳴を上げた。ただでさえ女ものの服なのに、中身まで女になろうとするなんて。


　セーラー服を着用したのは初めての経けい験けんだ。しかも女に変化しようとしてるなんて、二度びっくりなんてものではない。もの凄すごい量の女じよ性せいホルモンを射うっているのに近いと考えるべきか。


　他の女の子達も啞あ然ぜんとしていた。凜などは斬きりかかるのも忘わすれ、目を丸くしている。


　ショックから立ち直ったのが早かったのは、なんと夕菜であった。


「か……和樹さん」


「夕菜……」


「なんか……素す敵てきです」


「……へ？」


「女の子の服が似に合あうと思ったら、身体もそうなるんですね。きゃーっ」


　嬉うれしいような、困こまったような声だった。和樹だから許ゆるせるのだろうか。よく分からないが、好こう奇き心しんが勝ったらしい。


「見せてください！」


「なっ、なにを」


「胸です」


　なにをされるのだと思ったが、彼女は至し近きん距きよ離りで胸をしみじみ眺ながめていた。


「本当……大きくなっています」


「最悪だ……」


「セーラー服がとっても似合ってますけど、身体が女の子に近くなったからなんですね」


　とんでもない理り屈くつである。少なくとも和樹にとっては。


「あの……下着とかつけているんですか？」


　などと夕菜が言い出す。


「Ｔシャツなら着てるけど」


「そうじゃなくて女の子の下着です」


「分かんないよ」


「脱ぬいでみてください」


「ええっ、そんな……あ、脱げないから。無理」


　ほっとした。夕菜はつまらなそうにしているが、ここで脱ぐことができてしまっては、こっちの心しん臓ぞうが停止する。このときばかりは、魔法のセーラー服に感かん謝しやした。


　その夕菜の背はい後ごから、玖里子が観察し続けていた。


「胸は大きいし、お尻しりもふっくらしてるかな……。顔もなんだか、女の子っぽくなったわねえ」


「ほ、本当ですか!?」


「柔やわらかくなったっていうか、化け粧しようののりがよさそうね。ちょっといじれば、十分女で通用するわよ」


　妙みように感心している。しかし和樹としては、そんなこと言われても嬉うれしくない。さっきから女の道を歩んでばかりだ。


　舞穂はといえば「和樹君すごーい」と喜んでいる。しかも邪じや心しんがなく、実に楽しそうだ。そして剣けん豪ごう少女は、対照的に絶望感に支し配はいされていた。


「……式森」


　凜は日本刀をだらりと下げていた。たじろぐ和樹。


「な……なに。やめてよ、殺さないで」


「安心しろ。なんというか、腹はらを立てる気もなくした」


「そう……」


　胸を撫なで下ろす。とりあえず命の危き険けんは去ったらしい。


「しかし、そのままでいいのか？　さっき玖里子さんが、顔も変わったと言っていただろう」


「うん……」


「ひょっとすると、時間が経たつにつれて、どんどん女になっているのかもしれないぞ」


「変なこと言わないでよ」


　だが、胸が大きくなっているという事実があるのだ。


　このままでは女に。そう考えた途と端たん、背せ筋すじがぞくぞくしてきた。


「ねー和樹君。女になったんだよね」


　と舞穂。


「なったわけじゃないよ。なりそうだけど」


「全部？」


「分かんないけど……」


　すると舞穂がとことこと近づいてきた。和樹の前でしゃがむと、突とつ然ぜんスカートをめくる。


「なっ……！」


　舞穂はしみじみと、スカートの中身を眺めていた。


「えーっと、まだ男の子？」


「なにするの！」


　和樹は急いでスカートを抑おさえる。顔が熱くなっているのが分かった。


「だって、全部女の子になったのか知りたいから」


「知らなくていいの！　僕も知りたくない！」


　舞穂は頰ほおを膨ふくらませると、両手をばたばたさせた。


「教えてよー。自分で確かく認にんして」


「やだ」


　さすがにそんなことはできない。万が一「ついていない」ときはどうすればいいのか。心停止に備そなえて心しん臓ぞう外げ科か医いがいない限かぎり、やる気にはなれない。


　彼は紫乃の方を見た。


「先生！」


「はい」


　紫乃はにこやかな顔で返事をした。


「なにか男に戻もどる解かい決けつ方法はないんですか!?」


「今のところは」


「今のところはあるんですかないんですか？」


「和樹君を傷きずつけたくありませんから」


　無む情じようなことを言った。


「でも、なんとかなるでしょう。魔力もそう長くは続きませんし」


「どれくらいです」


「あと二百年くらいでしょうか」


　絶望的な気分になる和樹。男に戻る方法がなければ困こまるのだ。むしろ「困る」なんて単語だけですめば儲もうけものである。


　沈しずみ込む和樹の気分とは対照的に、夕菜はまだ嬉うれしそうにしていた。


「しばらく、女の子のままもいいんじゃないんですか？」


「しばらくですみそうにないんだよ……」


「もうちょっと女の子っぽくしましょう。玖里子さん、お化け粧しようの道具持ってますか？」


「あるけど」


「貸かしてください」


　玖里子は自分の化粧ポーチを取ってきた。その間に、夕菜は和樹をベッドに腰こしかけさせる。


　化粧用具を広げた。夕菜は学校では化粧をしないので、道具を持ち歩いていない。


「じゃ、お化粧しますねー」


「えっ……ちょっと待って！」


　手を振って中止を求める和樹。


「なんで!?」


「だって、せっかくの機会ですもん。男の人にお化粧することなんてありませんし」


　だから和樹で化粧がしたい、ということらしい。


　無茶だと思ったが、肝かん心じんの夕菜が実に楽しそうなのである。そうなると、断だん固こたる拒きよ絶ぜつもしにくい。


　離はなれたところでは玖里子と凜が、「夕菜ちゃんって悪のりするタイプだった？」「さあ。今日は珍めずらしいですね」と話している。和樹も同感で、いったん受け入れてしまったので、あとは気にならなくなったのかもしれない。


「まず下地を整えましょうね」


　スポンジをぱたぱたやる。


「あら本格的」


　と玖里子。


「やっぱり和樹さんのためですから」


　どこがためになるのか、理り解かい不ふ能のうだった。


　下地を塗ぬってから、ファンデーションを塗り重ねる。手て際ぎわはそれほどよくない。恐おそらく、玖里子なら素す早ばやいだろう。


「頰ほおは色を差さなくて大だい丈じよう夫ぶですね……じゃあグロスを」


　唇くちびるに色をのせた。それから眉まゆに移うつる。


「あら……和樹さん、眉も女の子っぽくなってますね」


「え？」


「本当ね。細くなってる」


　玖里子が感心したように言う。女性化が進んでいるということなので、とうてい喜べない。


「あとはちょこちょこと……はい、できました」


　夕菜は満足げにうなずいた。


「見てください玖里子さん。ほら」


　玖里子は腕うで組ぐみをし、「ほお」と言っていた。


「おやまあ。綺き麗れいになったこと」


「凜さんも見てください」


「男が化粧をするのは惰だ弱じやくで……」


「今は女の子です」


　凜もやってきた。そして和樹を見て、なんとも言えない表情をする。


「……感想に困こまりますね」


「綺麗でしょう」


　和樹は自分の顔がどのようになったのか、不安になってきた。


「誰か鏡貸して」


「どうぞ」


　紫乃が差し出してくれた。彼は礼を言って覗のぞき込こむ。


　見み慣なれぬ女顔がそこにいた。


「……えっと……」


　確たしかに凜が言ったように、感想に困る。よくあるような、男が無理矢理女じよ装そうをしたようにはなっていない。オカマバーの店員のような不自然さもなく、「こういう女の子、いるいる」と言いたくなるタイプであった。


「綺麗ですよね」


　と夕菜。


「自分で言うのはなんだけど……これ、可愛かわいいのかなあ」


「髪かみの毛が短いからですよ。玖里子さん、ウィッグありません？」


「あたしは持ってないけど、演えん劇げき部ぶにあったわね」


「借りてきます」


　制止する間もなく、夕菜は自分で向かっていった。待つことしばし、ウィッグを手にして戻ってきた。


「これをこうして……」


　和樹に被かぶせる。不自然さが出ないように、生え際ぎわをメイクで隠かくした。


「どうです」


　今度は胸むねを張はって、鏡を見せた。


　さきほどまでより、ぐっと女らしくなった和樹がそこにいた。胸がきちんとあってセーラー服なので、文もん句くのつけようがない。


「あー、これはナンパされそうね」


　玖里子が妙な感心をした。


「そうでしょうか。私はむしろ、真ま面じ目めそうなタイプに見えますから、男性の興味を引かないのではないかと」


　凜まで感想を述のべている。そして舞穂は「わーい、エッチー」と関係のないことを言っていた。


　夕菜は実に満足そうだ。


「完かん璧ぺきです」


「女として完璧になっても……」


　和樹は嘆なげいた。


「他の人に見せに行きましょうか」


「え……や、やだよ！」


　抵てい抗こうする和樹。保ほ健けん室しつでこんな格好をするだけでも恥はずかしいのだ。廊ろう下かにすら出たくない。


「もったいないです。行きましょう」


　なにがもったいないのだろう。


「嫌いやだって」


「行きましょう」


　強ごう引いんに、夕菜に引っ張ぱられた。玖里子たちもぞろぞろついてくる。


　和樹は恐おそる恐る廊下を歩いた。夕菜はにこにこしている。


　誰にも会うことがありませんようにと願ったが、さすがにそうはいかず、数名の生徒とすれ違ちがうことになった。


「こんにちは」


　夕菜はいちいち声をかけている。しかも礼をするものだから、和樹も一いつ緒しよになって頭を下げなければならない。


　しかも中には、夕菜の顔見知りもいた。二年Ａ組の女子生徒である。


「あれ、宮間さんまだ帰ってなかったの？」


「ええ」


「その人は？」


「お友達です」


　和樹の腕にしがみつく。


「……セーラー服？」


「葵学園に見学に来たんです。わたしたちで案内しようと思って」


「ふーん」


　その女子生徒は、感心して通りすぎていった。


　夕菜はくすくす笑っていた。


「気づかれませんでした」


「……僕は心しん臓ぞうが止まるかと思ったよ」


　和樹は無言のままだったが、これは心臓が止まりそうだったからだ。それに喋しやべってしまっては、恐らくバレる。


「大丈夫でしたよ」


「いやこんなことはもう……」


「あ、仲なか丸まるさんです」


　え、と思った。確たしかに廊下の向こうに、クラスメートの仲丸由ゆ紀き彦ひこがいた。


「仲丸さーん」


　夕菜は手を振って呼んでいる。和樹は小声で「まずいって、まずい」と言い続けたが、仲丸が近づいてきたので口をつぐむしかなかった。


「やあ。まだ学校にいたんだ」


　仲丸は爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべていた。この男は、夕菜が相手だと本ほん性しようを隠かくそうとする習性がある。


「お友達を案内していたんです」


　ちらりと和樹を見る。仲丸もこっちに目を向けた。心臓がぴょんと跳はねる。


「どうも」


　と言われたので、和樹は頭を下げた。夕菜は楽しそうに、


「この娘このこと、どう思います」


「綺き麗れいな女の子だね」


　あっさり仲丸は答えた。


「ですよね。仲丸さん、彼女にしてもいいと思うくらいですよね」


「いきなりストレートだね」


「そう思いません？」


　仲丸が、しみじみと和樹を見つめた。恥ずかしさと露ろ見けんしたときの恐きよう怖ふで、和樹は身を縮ちぢめる。


「そうだなあ……美人だとは思うけど」


「彼女候こう補ほですか」


「そんな感じかな」


　と仲丸は言った。夕菜は満足して、


「ですよね。でも駄だ目めです。この娘は、わたしの大事な人なんですから」


　夕菜は和樹の腕にしがみついて、くすくす笑った。


「大事な人って、つきあってるみたいだね」


「一いつ緒しよに暮くらしてます」


「へえ。葵学園に転校してくるとか」


「そうなるかもしれません」


「その時はよろしく」


　仲丸は軽く笑いながら言うと、そのまま別方向に歩いていった。


　夕菜が腕にしがみついたまま、和樹を見上げる。


「仲丸さんまで騙だませちゃいました」


「……僕は気が気じゃなかったよ！」


　これでバレた日には、強請ゆすりの材料ではすまなくなる。きっと一生仲丸のためにただ働きだ。


「もっと見せびらかしましょう」


「もういいって」


「和樹さんが綺麗なことを、証しよう明めいするんです」


　それから夕菜は和樹をあちこちに引っ張り回した。


　図書館から校庭で運動している部活動の部員、帰き宅たくしようとする生徒にすれ違った教きよう職しよく員いんまで。


　しかもそれら全員が「綺麗な娘だね」とか「転校してくるの？」などと言っていた。


「ここまで偽いつわれるものなのですね」


　凜が感心していた。


「私なんか正体を知っているので、どうにも違い和わ感があってしょうがないのですが」


「でも、フェロモンっていうか、オーラが出てるわよ」


　と玖里子。


「オーラ、ですか」


「女の子のオーラね。もう雰ふん囲い気きが女だから、ちょっとくらい変に思っても気にしなくなっちゃうのよ」


　うなずける話だ。しかしそれは、肉体だけではなく精せい神しん的なところまで女性になりつつあるということでもある。どんどん洒しや落れにならない域いきに接せつ近きんしていた。


「じゃあ僕は、このままだと正真正しよう銘めいの女に……」


「かもねえ」


　玖里子も他ひ人と事ごとのようにように言うしかない。なにしろ戻もどる手しゆ段だんがないのだから。


「それにあんた、また女らしくなったわよ。腰こしのあたりがくびれてきた。胸もまた大きくなったような……」


「最悪です」


　頭を抱かかえたくなった。はたして今日は、厄やく日びだったろうか。


　夕菜はまだ元気であった。


「あ、いたいた。こっちです、こっち」


　また呼び寄せている。しかも女子生徒だ。


　やってきたのは山やま瀬せ千ち早はやであった。


「山瀬さん、こんにちは」


「こんにち……って、宮間さん、どうしたの」


「えへへ。お友達です」


　和樹を紹しよう介かいした。彼は例によって喋しやべれないので、目を伏ふせて視し線せんを合わせないようにした。


　千早は不思議そうに和樹を眺ながめていた。セーラー服が気になっている様子。


　やがて彼女の表情は、渋しぶいものになった。


「宮間さん、こういうことは感心しないなあ」


「はい？」


「式森君に女装させたんでしょう」


　これには夕菜だけではなく和樹、後ろで見ていた玖里子たちまで驚おどろいた。


「やっ、山瀬さん、どうして分かったの!?」


「どうしてって……式森君でしょ」


　当然だと言いたげだった。


「式森くんはこういうの慣なれてないしフェチでもないから、嫌けん悪お感持っちゃうかもしれないよ。それとも、自分から女装したの？」


「山瀬さん、それはね」


　もはや正体の露見を気にする必要が無くなったので、和樹は遠えん慮りよ無なく喋った。


　千早は彼の説明をじっくり聞き、ただただ呆あきれた。


「そんなことで……女の子になっちゃったんだ」


「うん。でも、よく僕だって分かったね」


「なんでだろうね。一目見て、式森君だと思った」


　自分でも不思議らしい。女の子のオーラまで出ているはずなのだが。


「でも山瀬さんにだけバレて、なんか複ふく雑ざつっていうか」


「もっときちんと女の子になりたかった？」


「そういうんじゃないけど」


　とにかく騙だまされない人がいたのだ。魔ま法ほうのセーラー服も完かん璧ぺきではないと見える。


　一行は保ほ健けん室しつに戻った。いつまでも廊ろう下かで騒さわいでいると、注意を引いてしまう。


　紫乃はまだ中にいた。


「で」


　と玖里子。


「和樹はどうするの？」


「戻してください」


　彼は即そく座ざに言ったが、手段がないことは皆みな知っている。


「このままだと女の子のままなんですよね」


　と夕菜。和樹は首を振る。


「嫌だよ。これじゃ風ふ呂ろにも入れない」


「制せい服ふくのままシャワーを浴びるのはどうでしょう」


「そんなの聞いたことないよ。夕菜はそんなに僕が、女の子のままがいいの？」


「そういうことじゃないんですけど……」


　夕菜は自分でも不思議らしく、しばらく考えていた。


「でも和樹さんならなんか許ゆるせちゃうみたいな……」


「あたしは、和樹が男の方がいいわよ」


　玖里子が断言した。


「同性愛の趣しゆ味みはないしさあ。凜はどうなの」


「私は男は男であるべきだと思います」


　剣けん豪ごう少女は言った。これは彼女らしい意見だ。


　舞穂も「和樹君は男の子の方がいいよー」と言っていた。ただし直後に「その方がエッチなことができるから。例えば×××とか」などと語り出したので、よってたかって口を封ふうじた。


「あー、でも、あたしは宮間さんの言うことも分かるなあ」


　これは千早だった。夕菜は大きくうなずく。


「ですよね」


「なんか、式森君ならそんな格好でもいいって言う気がする」


「千早、あんたそんな趣味あったっけ」


　玖里子が聞き返した。


「ないですけど、式森君の場合は別格っていうか、受け入れなきゃまずいのかなあって」


「ですよね！」


　我わが意を得たりとばかりに、夕菜が千早の両手を握にぎりしめた。


「はじめて山瀬さんと意見が合った気がします」


「そう？」


「和樹さんはどうなっても和樹さんですよね」


「うん。でも男の子に越したことはないけど」


「どっちなんですか」


「でも、このあと式森君はどうするの」


　千早は保健室の時計を眺ながめた。


「もうすぐ全員下校の時間だよ」


「どうするって……」


「女の子として暮くらすの？」


　それは御ご免めんであった。が、恐ろしいことに他の手段がない。


「平気です。わたしが面めん倒どう見みますから」


　夕菜が胸むねを叩たたく。


「うわ、宮間さん頼たのもしい」


「こういうのもわたしの務つとめだと思うんです。これはこれで和樹さんを独どく占せんできる気が……和樹さん？」


　夕菜が目をしばたたかせる。


「……また、胸が大きくなっていません？」


　彼は胸を確かく認にんした。なんと、先ほどよりもさらに大きくなっていた。


「わー、膨ふくらんでるー」


　無む邪じや気きに声をあげる舞穂。彼は焦あせってきた。


「先生、なんですこれ？」


「さあ。わたくしにも分かりかねます」


　紫乃が助けにならない返事をする。
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　和樹は狼ろう狽ばいした。胸のあるなしで言えばあった方がいいのだろうが、一いち応おう男のつもりなのである。なんで成長するのか。


「ちょっと、見てるだけで膨らんできてるわよ」


「わーい、巨きよ乳にゆうだー」


　玖里子と舞穂が言う。この部屋の中で一番バストサイズが大きいのは玖里子だが、それを上回る膨ぼう張ちようであった。


　胸が重くなっていく。風船のように中身が空くう洞どうなのではない。


「ななななんだこれ。紫乃先生、止めてください！」


「手に負えませんね」


　あっさり投げ出された。そうしている間にも、胸は大きく膨らんでいく。全員、啞あ然ぜんとしてその光景を眺ながめていた。


「大きい大きい、重い重い、痛いたい痛い！」


　痛いというのは、セーラー服が圧あつ迫ぱくしているからである。布ぬのまで伸のびるわけではない。


　和樹の胸はすでにユーモアの域に達していた。世に言う巨乳タレントのさらに上を行く。極きよく端たんなデフォルメそのものだ。


　しかもまだ大きくなる胸。セーラー服はいまにも千ち切ぎれそうであった。


「くっ、苦し……」


　そして。


　ぱちんという音と共に、胸ではなく制服が弾はじけた。生き地じが、膨張に耐たえきれなかったのであった。


　セーラー服は決けつ壊かいしたダムのように、あちこちが千切れていく。古い布が一気に破やぶけていった。


　和樹はぺたんと尻しり餅もちをついた。


「和樹さん！」


　夕菜が近寄った。


「やはりこうなりましたか」


　紫乃は一人で納なつ得とくしていた。


「え……？」


「魔力が女性ホルモンになって、和樹君の身体からだに流れ込んでいたんですね。布が古かったので、耐えられなかったのです」


「紫乃先生……知っていらしたんですか？」


「確証はありませんでしたが」


　和樹はつい叫さけんだ。


「だったら教えてくれたって……！」


「なんとかなるとは言いました」


　もっときちんと安心させてくれればいいものの、余よ計けいな心配をしたおかげで、あきらかに寿じゆ命みようが縮ちぢんでいた。


　それでも助かったことは事実だ。ほっとすると同時に、沸ふつ々ふつと怒いかりが湧わいてくる。


「先生！　もう余よ計けいなことはしないでください！」


「おや、そうですか」


「そうですかじゃないです。おかげで僕はですね……」


「それよりもまず、なにか着たらどうですか」


「？」


「セーラー服は破れたのですよ」


　はっとして、自分の身体からだを見る。


　セーラー服と一いつ緒しよに弾け飛んだ下着の布が、申し訳わけ程てい度どにぶら下がっていた。そして女の子たちは、顔を赤らめながら和樹の裸ら体たいを見つめている。特に、足と足の間を。


「和樹さん……」


　夕菜が真っ赤になって、ほんの少しだけ目をそらした。


「きゃ……」


　和樹は元に戻ったにもかかわらず、少女のような悲鳴を上げ続けた。




番外編二　かおりのゲーム人生・その１










　伊い庭ばかおりは教きよう師しである。いわゆる「学校の先生」であって、最近は不ふ祥しよう事じだなんだで批ひ判はんされることが多いものの、世間的には堅かたい職しよく業ぎようだとみなされている。


　彼女も当然そうで、優ゆう秀しゆうな魔ま力りよくを持つ学生が入学する葵あおい学園に勤つとめているものだから、周囲からは「プライドの高いエリート」と思われていた。他人に職業を告げるとほぼ例外なく「ほお」という顔をされる。中にはなにを気き遣づかったのか、「最近は大変でしょう」と妙みような言葉までかけられることもある。いずれも肩かた書がきを見た人間の、素す直なおな反はん応のうであった。


　だがあいにく、かおりはそのような幻げん想そうの教きよう師し像ぞうから、非ひ常じように遠い位置にいた。具体的にはだらしなくてゲームが好きで金がなかった。特に金がないのは深しん刻こくで、給料をもらって十日もすれば素す寒かん貧ぴんになった。別に葵学園の賃ちん金ぎんが安いわけではなく、むしろ高い部類にはいる。これは理事会の「相応の報ほう酬しゆうを出して質しつの高い授じゆ業ぎようを心がけさせる」方ほう針しんによる。なので金欠なのは断だんじて学校のせいではなく、純じゆん粋すいに彼女の金遣いが荒あらいためであった。


　どうして金がないのか。それはもらった給料を片かた端はしから娯ご楽らくにつぎ込むからである。それがゲームであって、彼女はゲームをしていないと禁きん断だん症しよう状じようが出て心しん臓ぞうが止まりそうになるくらい、ゲーム好きなのであった。


　プレイするゲームも幅はばが広い。ゲームセンターのアーケードから花はな札ふだまで。海外を飛び回っていたときはカジノにも通っていた。日本でも、一時期非ひ合法カジノに興きよう味みを持っていたが、行こうとした矢先に手入れを受けていたので諦あきらめた。麻雀マージヤンもそれなりにやり、興味が薄うすいのはパチンコくらいのものである。


　しかしなんといっても、彼女は電子系けいのゲームを愛していた。アーケードだろうとコンシューマーだろうと愛していた。愛するあまりに新機種が出たら即そく購こう入にゆうし、新筐きよう体たいが入ったと聞けばゲーセンに並ならんだ。そしてこんなに手を出すから金がなくなっていった。


　それでも後こう悔かいはしない。正せい確かくには生活に支し障しようをきたすようになるまでは後悔しなかった。プレイしている最中は幸せだからいいのである。見上げた刹せつ那な主しゆ義ぎであった。


　その日は日曜。かおりは駅前をぶらぶら歩いていた。


　彼女はよく歩く。交通機関に金を投じたくないのである。自転車すら買うつもりがない。あんなフレームとタイヤだけの製せい品ひんを手に入れるくらいなら、オークションで中古ソフトに高たか値ねをつけた方がマシという発想であった。ことゲームに関しては、ぶれない神しん経けいの持ち主なのである。


　今は特に用事があるわけではない。本当は中古ソフトの店に顔を出すつもりだったのだが、閉しまっていたのだ。そこは行きつけのショップで、ツケが利きくから重ちよう宝ほうしている。店主はツケにしてくれと言うたびに渋しぶい顔をするので、本当はしたくないのかもしれないが、考えないことにしていた。


　急に予定がなくなると、時間にぽっかり穴あなが空く。普ふ通つうならどこかそこらへんをぶらぶら歩いて退たい屈くつをしのぐところだ。しかし、


（……新品でいいから、なんかゲームでも買うかな）


　彼女はこんなことを考えていた。ゲームから思考が離はなれないのであった。


　ぼりぼりと後頭部を搔かく。あくびを嚙かみ殺した。


「……ん？」


　かおりは目を細めた。


　正面に男が歩いているのだ。どう見ても十代の少年なのに、自信なさげな足取りには見覚えがある。


「式しき森もり」


　こっちから声をかけた。式森和かず樹きは驚おどろいて振ふり返った。


「……伊庭先生」


「休みだってのに、なんだシケたツラして」


　肩かたに腕うでを回す。スキンシップというより、ヤクザみたいな素そ振ぶりである。


　和樹はさりげなく腕の下から離れようとする。


「先生も、景気良さそうじゃないですよ」


「こら。仮かりにも担たん任にん教師に向かってなんて口の利き方だ」


「だって前に、僕ぼくからお金借りようとしたじゃないですか」


　かおりは舌した打うちした。


「よく覚えてんな」


「教え子に借金しようとする先生なんて、忘わすれようがないですよ」


「忘れることも覚えないと、いずれ損そんするぞ」


「損なんかするんですか」


「するとも。たとえばベッドの下から、昔買って一回プレイしたゲームソフトが出てきたとするだろ」


　かおりは自分の手を、ソフトを持っているみたいに振った。


「内ない容ようを忘れていれば、新しん鮮せんな気分でまたプレイできるってもんだ」


「ベッドの下にあることも忘れていそうですけどね」


「口の減へらない教え子だな。そんなにゲームが憎にくいか」


「憎くないですよ」


　というよりも、かおりがあまりにゲームの話ばかりするので、うんざりしているのだ。和樹に限かぎらず二年Ｂ組の生徒たちは、似にたような反はん応のうを示しめす。ごく一部にだけ、そんな彼女を崇すう拝はいしている生徒たちがいるらしいが、あいにく誰だれも本気にしていなかった。


「じゃあゲームが好きなんだな」


「どうしてそう極きよく端たんなんですか。……まあ、嫌きらいじゃないですけど」


「そうこなくちゃな」


　かおりは和樹の肩をばんばん叩たたいた。


「式森や宮みや間まはいいんだが、神かみ城しろとかは堅かたくていけない。あいつゲーム嫌いだろ」


「凜りんちゃんは教養じゃないものが嫌いなんですよ」


「そこが駄だ目めなんだよ。日本は世界に燦さん然ぜんと輝かがやくゲーム王国だ。分からせてやれ」


「嫌いやです。斬きられます。先生がやってください」


「私だって御ご免めんだ」


　剣けん豪ごう少女が本気で怒おこったらどうなるのか、二人とも身に染しみているのであった。


　和樹は先を歩こうとした。が、かおりは放さない。


「なあ、これもなにかの縁えんだ」


「お金なら絶ぜつ対たいに貸かしません」


「馬ば鹿か。今はそこまで貧びん乏ぼうじゃない。そこの店に行くだけだ」


　彼女が指さしたのは、真新しいビルであった。細長く、多た彩さいな店てん舗ぽが入っている。


　和樹は建物を見上げた。


「はあ。ここになにがあるんですか」


「三階にゲームショップがある」


「……そればっかりですね」


「見て回ろうと思うんだ」


「いいんじゃないでしょうか」


「あんたも来なさい」


「えー」


　顔をしかめる和樹。


「教きよう師しの言うことが聞けないのか」


「ここは学校じゃありませんから。それに、なんで伊庭先生のプライベートまで付き合わなきゃならないんです」


「細かい奴やつだな。宮間に嫌われるぞ」


「関係ないですよ」


「とにかく入る。行くぞ」


　かおりは強ごう引いんに和樹を引っ張った。


　エレベーターを使わず階かい段だんで上がる。裏うらの仕事の癖くせで、狭せまい空間には極力いたくないのだ。健康にもいい。和樹は諦あきらめたのか、大人しくついてきた。


　店はそれほど大きくなかったが、汚きたなくもなかった。開店してそれほど日がたっていないのだ。レジの前に店員が一人おり、あとは客が数名。女性客が珍しいのか、ちらちらかおりのことを眺ながめていた。


　彼女はもちろんそんなことは気にしない。


「見ろ式森、この天国のような空間を」


「ゲームがあるだけですけど」


「そこがいいんじゃないか。ゲームに囲まれているなんて、天国以外にあり得ないぞ。ここから出しゆつ勤きんしたいくらいだ」


「止めませんけどね」


　そんなことを言いながら、彼はきょろきょろ店内を見回していた。


「……なんか、英語ばかりですね」


「そりゃそうだ」


　かおりはよく聞いたとばかりにうなずく。


「この店は輸ゆ入にゆうゲームを扱あつかっているんだよ。一応国産もあるけどな」


　店内の一画を指さす。日本語パッケージの箱が、少しだけ並ならんでいた。


「あとは全部海外産だ」


「伊庭先生は、国内のゲームだけをやってるんだと思いました」


「コレクションは国産中心だけどな。洋ゲーもやってみたらハマった」


「英語、分かるんですか」


「こんなもん気合いで読み取るんだよ」


　かおりは身振り手振りと迫はく力りよくだけで海外を飛び回った女である。読めない単語は店員に聞けばいいと考えていた。


　和樹はまだ店内を眺めている。かおりはためらわずに棚たなの一画に近づいた。


　万引防ぼう止し用のタグのついたケースに入った商品を、じっくり眺める。日本のゲームみたいに原色できらきらした女の子は描えがかれておらず、ヘルメットをかぶった兵隊の絵が多い。このあたりは国民性というものだろう。


　いくつか手に取った。
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「むむ……ここは環かん境きよう型がたシミュレーションゲームでいくか……それともＦＰＳ系で……久ひさしぶりにウォーゲームもいいかもしれない。しかも第二次大戦のを……」


　ぶつぶつやり出したので、和樹が気味悪げに見ている。店員に気にした様子は見えない。この手の客は、それなりにいるのだ。


「こっちは……追加ディスクか……。これは前に買ったな。フライトシミュも久しぶりに……スティックも必要だな」


　いくつか取り出す。そのまま和樹に渡わたした。


「これ、持っててくれ」


「戻もどせばいいじゃないですか」


「買うんだよ」


「え!?　こんなに？」


　彼の腕には、箱がちょうど十個こあった。そしてかおりはまだ探さがす。


「たいした数じゃないだろ」


「でも、お金かかりますよ」


「足りなくなったら出してくれ」


「嫌ですって！」


「プレイさせてやるから」


　和樹の抗こう議ぎは軽く受け流し、レジに向かう。店員の前に積み上げた。実直そうな青年は、値段を一つずつレジに打ち込んでいった。


　かおりは財さい布ふの中身を確かく認にんする。


「……残念、足りた」


　隣となりでは和樹が胸むねを撫なで下ろしていた。


「がっかりするな」


「ほっとしてるんです」


「担たん任にんの手助けができなくてつまらないんだろ。わたしには分かるぞ」


「その発想をどうにかしてください」


　紙かみ袋ぶくろ二袋に分け、レシートを受け取って店から出る。かおりは両手に袋をぶら下げながら、上機き嫌げんで階段を下りた。


「先生、重くないですか」


「それなりに重い」


「……えーと、片かた方ほう持ちましょうか？」


「いや、この重さがいいんだよ」


　彼女はゲームを買うと、できる限り自分の手で持って帰るようにしている。その方がゲームそのものを感じられたようで、なんとも嬉うれしい気分になるのだ。子こ供どもが買ったばかりの長なが靴ぐつを履はきたがるのに似にている。


　鼻歌を歌い出しそうだった。さすがに自重したが。


　スキップするような足取りで下りる。


「あ……」


「ん？」


　階下、雑ざつ居きよビルの入り口には二人連れがいた。一方は長身で、もう一方は極きよく端たんに背せが低い。


　かおりはどちらのこともよく知っていた。なにしろ、同じ学校の人間だ。


　ほぼ同時に向こうも気がついたらしい。


「伊庭」


「伊庭先生」


　長身の人物は男で、腰こしまである長い長い髪かみの持ち主だった。養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきである。その隣で頭を下げているのは、神かみ城しろ凜りんだった。


　背はい後ごの和樹は会え釈しやくをした。だがかおりは露ろ骨こつに嫌な顔をする。それも紅尉に向かって。


「あんたか」


「休日だというのに、ご挨あい拶さつだな」


　紅尉は苦く笑しようしている。かおりは彼のことがそれほど好きではない。相手もそのことを知っているので、どのような反はん応のうも苦笑いですませられていた。


「休みの日なのに、学校関係者に会うことが恨うらめしいんだよ」


「式森君もそうなのか」


「こいつはどうでもいいんだ。あんたのことだよ」


　彼女は両手に紙袋をぶら下げたまま言った。紅尉は平然としている。


「近所にいるからそうなる」


「用事があったんだよ」


「ゲームでも買おうとしていたのだろう」


　図星である。もっとも、彼女のゲーム好きはみんな知っている。


「馬ば鹿か、デートかもしれないだろ」


「一人で歩くのはデートとは言わない」


「エアデートだよ。流は行やってんだ」


「たった一人の流行はやりというのも珍めずらしいな」


　紅尉は信じようとしない。これも、彼だけに限かぎったことではなかった。かおりが男に縁えんがないことも、また知られている。


　彼女はごまかそうと、話を逸そらしながら続けた。


「あんたはなにしてんだ」


「学校に寄った帰りだ」


　紅尉は隣の少女に目をやった。


「たまたま会った」


「誘ゆう拐かいだな。通つう報ほうするぞ」


「違ちがいます」


　凜が呆あきれながらながら言う。


「紅尉先生と、和わ菓が子しを買いに来たのです。他にも色々」


「菓子？　おい紅尉、あんたそんな人間みたいな食事すんのか」


「私は食べない」


　と紅尉。彼が甘あまいものを口にしないことは、ちょっと親しい人間なら知っていた。もっとも、誰もこの養護教諭が食事をしているところを見たことがないと言う。


「私たちの分です」


　私たちとは、同居している和樹たちのことだ。


「気をつけるんだぞ」


「なにをですか？」


「こいつは誘拐犯はんみたいなもんだ。なにかされそうになったら、すぐ警けい察さつを呼よぶこと」


「紅尉先生はお優やさしい方です」


「そう見えるだけだから」


　かおりは断言した。もちろん根こん拠きよはないが、彼女はとにかくこの養護教諭を信用していない。


「おい式森」


　かおりは振り返りながら言う。


「なんですか」


「神城を医い者しやに連れて行け」


「は？　紅尉先生、医師免めん許きよ持っていたような」


「菓子に毒盛もるかもしれないだろ。今から予よ防ぼう注ちゆう射しやでもなんでもさせとくんだ」


「伝でん染せん病びようじゃ……」


「いいの」


　しかし、和樹はともかく凜はきょとんとしたままである。こういうシーンで、剣豪少女は人の悪口を言ったりしない。


　しかもこんなことを言う。


「伊庭先生も和菓子をどうですか」


「は？　やだよ」


「一いつ緒しよに食べた方が美お味いしいかと」


「宮間みたいなこと言うんだな。紅尉と食べたらなんでもまずくなるに決まっているって」


「そんなことあるのですか」


　凜は眉をひそめる。


「先生は、甘味は嫌いでしたか」


「好きも嫌いもない。片かた手てで食べられるものがいい」


　これはゲームをプレイしながら食べるからである。彼女はコントローラーがべたつくという理由で、油ものも食べたがらない。


　凜は隣の長ちよう髪はつ男を眺ながめる。


「紅尉先生。伊庭先生も一緒でよろしいですか」


「ああ、いいとも」


　あっさりと頷うなずいている。かおりは慌あわてて拒きよ絶ぜつした。


「冗じよう談だんじゃない」


「美味しいですよ」


「紅尉と一緒のテーブルなんて、死んでも御ご免めんだ」


　凜が視し線せんを背はい後ごに向けた。


「式森はどうする」


「僕？　いいけど……」


　だがかおりが、振り返って和樹を睨にらみ付けた。


「あんたはわたしと一緒に来るよな」


「なんでですか……？」


「一緒にゲームをやるって言っただろう」


「言ってませんよ!?」


　驚おどろく和樹。かおりは声を上げて反はん論ろんを封ふうじ込めようとする。


「教え子はわたしとゲームするって、太たい古この昔から決まってんだ。つきあえ」


「やですよ！」


　和樹は和樹で必死であった。


「あのな、若わかい女の先生と二人きりになれるなんて、健全な男子高校生なら喜ぶもんだぞ」


「別にいいです！　喜べません。だってゲームの相手するだけじゃないですか」


「よく分かったな。いつも一人ばかりだと退たい屈くつなんだよ」


「やっぱりそれが本音……むぐ」


　かおりは荷物を下ろし、和樹の口を塞ふさぐことで決着を付けた。


　そして紅尉と凜を見る。


「こういうわけだ。菓子は食べられないから」


「はあ……」


「また今度な」


「いつですか」


「紅尉がいないとき」


　そう告げると、再ふたたび両手に荷物を持ち、小こ脇わきに和樹を抱かかえるようにして歩き出した。


　手を振ったり礼をしたりしない。紅尉に頭を下げることも御免なのである。


「ちょっと、先生。放してくださいよ」


　しばらく歩くと、和樹が文もん句くを言った。


「逃にげ出すおそれがある」


「逃げませんから。どこにでも行きますって」


　かおりは和樹を放した。彼はひいひい言っている。


「ああ痛いたい。なんであんなに紅尉先生のこと嫌っているんですか」


「……あいつ、気取ってるだろ」


　首を捻ひねる和樹。


「そうですか？」


「だから嫌い」


「……なんだか分かりません」


「子こ供どもには分かんねーんだよ。ほら、行くぞ」


「はあ。そういえば、どこに行くんですか」


「わたしの家だよ」


「…………」


「なんだ、文句あるのか」


「ありません」


　和樹は即そく座ざに返事をする。かおりは彼のことを確かく認にんせずに、自じ宅たくに歩き始めた。





「……行ってしまいましたね」


　凜は紅尉を見上げた。養護教諭は高身長なのでどうしてもこうなる。彼はにこやかな表情をしていた。


「ああ、そうだな」


「伊庭先生は、紅尉先生のことが嫌いなのですか？」


「さあ。好かれてはいないみたいだな」


「何故です？」


「……理由は分からないな。嫌われたいとは思わないんだが」


「そうですか……」


　凜は不思議そうにしている。彼女は男女間の機微を捕らえることが得手ではない。紅尉もそれ以上答える気はないらしく、口を閉ざしていた。


　凜は養護教諭に言った。


「私は菓子を買いますが……」


「そうだったな」


　紅尉は雑居ビルを見上げていた。


「どうしたのです？」


「伊庭たちはここから出てきたんだな」


「はい」


「なにかあったのか」


「伊庭先生のことですから、ゲームを買ったのでしょう。荷物もたくさん持っていました。あそこに店のマークがあります」


　凜は指をさした。窓ガラスに「ＰＣゲーム専門店」というシールが貼ってある。


「ほう。行ってみるか？」


　養護教諭は階段を上がろうとする。


「おや。購入するのですか」


「少し興味が出てきた」


「和菓子はどうします？　一人で買ってきますが……」


　凜は少し顔をしかめながら言う。紅尉は彼女の頭の上に手を置いた。


「それもちゃんと買う。代金は私が出す。その代わり、少し付き合ってくれないか」


「……そこまで言うのでしたら」


　剣豪少女はさりげなく頭の上に乗せられた手をどかし。先に階段を上がっていった。





　　　　○





　しばらくしてから、二人はかおりの住むマンションについた。このあたりではわりと建物の背が高い。和樹は感心したように見上げている。


「来たことなかったっけか」


「はじめてですよ。よくこんな高そうなところに住めるお金がありますね」


「教きよう師しを馬ば鹿かにする癖くせを直せ」


「馬鹿にしてませんよ。だってお金がないじゃないですか」


「教師って肩かた書がきと、見せ金さえあれば不動産屋は文句を言わないんだよ」


　オートロックの玄げん関かんから中に入り、エレベーターに乗る。さすがにここでは階段は使わない。


　自分の住む階に着くと、和樹に荷物を持たせた。鍵かぎを開ける。


「先入っていいぞ」


　彼女は和樹の靴くつを脱ぬがせ、自分は電でん灯とうを点つけた。昼間だが、廊ろう下かは暗い。


　奥おくに行き、また和樹は感心したように見回していた。


　かおりは誇ほこらしげになる。


「どうだ。凄すごいだろ」


「汚きたない部屋ですね」


「そこじゃない！」


　かおりの文もん句くにも、和樹は動じていなかった。


「だって、この散らかりようは凄いですよ。見たことありません」


　確かに部屋の中は乱みだれていた。あちこちに引ひつ越こししたときの段だんボールが無む造ぞう作さに積まれており、脱いだ服がその上に置かれている。足あし下もとはゲームのケースと攻こう略りやく本、ゲーム雑ざつ誌しで足の踏ふみ場もない。そして隙すき間まを埋うめるように、空になったペットボトルが転がっている。


　一人暮ぐらしの男子大学生より酷ひどい有様であった。


　和樹は顔をしかめていた。


「虫とか湧わいてませんよね」


「生ゴミは捨すてるようにしている。そのあたりは気を遣つかっているんだ」


「もっと気をつけるといいと思うんですけど……僕の部屋だってここまで汚くありません。整理とかしてるんですか？」


「面めん倒どうくさいことは嫌きらいなんだよ」


「どこになにがあるか分からないし」


「わたしには分かるんだよ。それより、このゲームソフトとハードを見てなんとも思わないのか？」


　そう言ってからようやく、和樹はゲームに注目をした。しばらく観察している。


「……はあ」


「はあってなんだ」


「だって僕分からないですよ。そんなに詳くわしくないし」


「だから式森は成せい績せきが悪いんだよ。見ろこの部屋を。アタリのハードから任にん天てん堂どうＤＳまでなんでもあるぞ」


　かおりは両手を広げた。そう、散らかっているのでそうとは見えないが、実はこの部屋には古今東西のハードとソフトが大量にあるのだ。


　これら全すべて、かおりが中古品屋やオークションで入手したコレクションである。およそゲームと名のつくものは、手に入れないと気が済すまないのである。


「つまり、これは大変な財ざい産さんだということなんですね」


「そうとも」


「はあ」


「だからはあってなんだ」


「分からないんですってば」


　どんなに凝こったコレクションでも、興味のない人間からすればがらくたと変わらない。まして美び術じゆつ品ひんと違い、ゲームのようなサブカルチャーはなおのことだ。


「君はゲームに興味があると思っていたのに」


「限げん度どがあります」


「まあいい。適てき当とうなところに座すわれ」


　そう言うと、かおりは買ってきたばかりのゲームのパッケージを開け始めた。客に飲み物を出すという発想はない。


　和樹も文句を言っていない。そんなもんだろうと思っているのだ。その代わり、背はい後ごから覗のぞき込こんでいた。


「なんです、それ？」


「さっき買った奴やつだよ」


「内ない容ようですよ」


「これはＦＰＳだ」


　ＦＰＳというのは、ファーストパーソンシューターの略りやくで、一人のキャラクターを操そう作さし、ゲーム空間を移い動どうしながら相手を攻こう撃げきするゲームである。日本よりも海外で人気が高い。


　ゲーム内容も歴史上の戦いから近代戦、架か空くう世界まである。このゲームはどことなくＳＦっぽいデザインのパッケージであった。


「未来の地球を舞ぶ台たいにして撃うち合うんだ」


「そんなゲームが出ていたんですね」


「パソコン専せん用ようだからな。コンシューマーじゃ出てないから、興味のある人間じゃないと知らないよ」


「伊庭先生、パソコン持ってましたっけ」


「あるよ」


　かおりは四つんばいになって積まれている段ボールと雑ざつ誌しを搔かき分けた。奥おくからノートパソコンを引っ張り出す。


「ほら」


「わっ。どうしたんですか。盗ぬすんだんですか」


「人聞きの悪いことを言うな。中古で売っていたのを値ね切ぎったんだよ。型落ちだけどまだまだ使える」


「そんなお金あったなんて」


「値切りすぎて店員が泣いてたけどな」


　バッテリーがいかれているので、コードをコンセントに繫つないだ。電でん源げんを入れる。


　液えき晶しよう画面がまたたき、低く唸うなる音がした。


「あれ？　そういえば、もっと大きくて机つくえの上に載のってるタイプじゃないんですか」


「デスクトップのＰＣは性せい能のういいけど、場所食うんだよ。ノートの方が移動できるからいい」


　ときどき腹はらばいになって操作することもあるため、都合がいいのであった。


　側面のトレーを開けて、ゲームディスクを入れる。インストールがはじまった。


「……このゲームどうやるんですか？」


「自キャラを操作して敵てきを撃ち殺すんだよ。簡かん単たんだろ」


「……簡単ですけど、こうもっと、具体的に」


「フィールドにいる敵を全部倒たおせばこっちの勝ち。だから簡単だって」


　かおりにとっては簡単でも、和樹にとってはそうでもないらしい。ゲーマーとただのゲーム好きの間に起こりがちな会話である。


　何度かポップアップウインドウが現あらわれる。ろくに読みもせず「ＹＥＳ」を押し続けていたかおりだったが、ある画面で目を細めた。


「ありゃ」


「どうしたんですか」


「ネットワーク対たい応おうか。だろうと思っていたけど」


「へ？」


「インターネットにアクセスして、同じソフトを持っている者同士でチーム戦をやるんだ。式森、そのあたりにＬＡＮケーブルないか」


「ＬＡＮ……ケーブル？」


「電話線みたいな奴」


　和樹は戸と惑まどいながらも、部屋のあちこちを探した。やがて隅すみから、黄色いコードを引っ張り出す。


「これですか？」


「おー、それだ。サンキュ」


　かおりはケーブルをＬＡＮのポートに繫ぐ。


「先生、インターネットできるんですね」


「やりたくないんだよ。プロバイダに加入するのにも金がかかるからな。でもゲーマーとしちゃあ、ネットゲーム関係も押おさえておかないとまずいだろ」


　和樹は目をぱちくりさせている。この「押えておかないとまずい」という感覚は、マニア特有のものなので理り解かいできないのだ。「できないのならやらなければいい」のが一いつ般ぱんの人間の考えることである。


　かおりはいくつか操そう作さして、接せつ続ぞくを確かく認にんした。


「よし、やるか」


「説明書とか読まないんですか」


「そんなのやってりゃ分かる。どうせ英語だから読めない」


　しくじったときのことは考えない。度ど胸きようだけは他人よりもずっとあるのであった。


　オープニングのデモ画面が終わり、英文が表示される。ポリゴンの人間が出てきてくるくる回った。


「なんですこれ」


「キャラクターを選べってことだろ」


　和樹だけではなく、かおりも英文が読めないが、きっとそういうことだろうと見当を付けていた。


　適当にボタンを押す。


「いいんですかそんなことで」


「最初なんだから、あまり力の差があるようなキャラメイキングはない」


「そういうものですか」


「そういうものだ」


　画面が何度か変わり、寂さびれ果てた廃はい虚きよが出しゆつ現げんした。この荒こう廃はいした未来世界を舞ぶ台たいにして、相手と闘たたかうのである。武ぶ器きはレーザーライフルで、接近戦では電でん磁じナイフも使うことができる。


　かおりは自分のキャラクターを、キーボードを操作して動かした。


「はーん、ここが前進でここが横移動。こうすれば発はつ砲ぽうか。分かってきたぞ」


　キーを押してキャラクターを前進させる。と、その刹せつ那な。


　キャラが倒たおれて画面が真っ赤になった。


「……やられたみたいですね」


　と和樹。


「おかしい。なんでいきなりこうなるんだ」


「相手はコンピューターなんですか？　不意打ちなんて、人間みたいですけど」


「ちょっと待て」


　かおりは画面に現れている英文に目を這はわせた。意味の理解できる単語だけをピックアップして繫ぎ合わせる。


「……どうも相手は人間みたいだな」


「へー、いきなりインターネットの誰かを相手にしたんですか」


「そんなつもりはなかったんだけどな」


「勝手にはじまったみたいですね」


「読まないでボタン押していたから、そうなったみたいだ。普ふ通つうはチームを組むもので、一対一の対決なんて聞いたことないが……」


「でも、そうなんですよね」


「釈しやく然ぜんとしない。もう一回だ」


　かおりはトップ画面に戻って何度かボタンを押す。仮か想そう空間に自分のキャラクターが出現してスタート。


　今度は先ほどよりは長持ちした。


「……負けた」


「早かったですね」


　背後で和樹が素直な感想を述のべた。


「最初よりは粘ねばったぞ」


「さっきは一いつ瞬しゆんだったじゃないですか。今のは数瞬くらいですよ」


　かおりはキーボードを闇やみ雲くもに叩たたく。


「おかしい。わたしにミスはないはずだ。チートか？」


「技ぎ量りようの問題だと思うんですけど……」


　かおりはゲームに敗北すると、まず相手のいかさまを疑うたがったり、レバーやボタンの感覚が変だとケチを付けるタイプである。冷静にならないと自分との実力差を認にん識しきできない。


　画面の下に文章が並ならんでいる。和樹が眺ながめていた。


「相手がなんか言ってますよ」


「気にすんなみたいなこと言ってんな」


「よく分かりますね」


「雰ふん囲い気きで分かる。上から目線になりやがって。くたばれファックくらい言ってやろうか」


「やめてくださいよ」


　負けっぷりが悪い人間は、ゲーマーに限かぎらず嫌きらわれてしまうものである。


　かおりはしばらく腕うで組ぐみしていた。


「……駄だ目めだな。これじゃいつまでたっても勝てないぞ……。式森」


　彼女は後ろを振り返った。


「入ってくれ？」


「は？」


「君も入れば、二人になってましな戦いができる」


「ち、ちょっと待ってください。僕このゲームやったことないですよ!?」


「わたしだってなかった」


「アクションゲームは苦手だし」


「一人でやるよりいいんだよ。いいから」


　かおりは自分の隣となりに、和樹を無理矢理座すわらせた。


「でも、パソコンがないから……」


　彼女は自分の背後を指さした。


「そこらへんに、もう一台ノートパソコンがある」


「……先生って、結けつ構こうものを持ってますよね」


「二世代前のパソコンで、壊こわれているからって廃はい棄きされる寸すん前ぜんだったのを、もらってきたんだよ」


「そんなの動くんですか」


「頻ひん繁ぱんに熱暴ぼう走そうすること以外は、問題ない」


　和樹は言われたとおりに室内を探さがす。空になったペットボトルの山の下に、ノートパソコンが放置されていた。


　埃ほこりを払はらいながらこっちに持ってくる。


「いつから出しっぱなしなんですか」


「いちいち覚えてないな」


　和樹が電でん源げんを入れる。駆動が怪あやしかったが、なんとか起動した。


「……あ、ソフトがなきゃゲームできないんじゃないですか？」


「さっきの袋ふくろの中漁あされば、もう一つ出てくる」


「……もしかして、同じの二つ買ったんですか」


「こっちにはスペシャルパックって書いてあったから、どっちも買った。マウスパッドが入っているだけだった。詐さ欺ぎ同然だ」


　かおりはバーゲンや正月の福袋に関心を示しめさないのに、ゲームの「デラックスパック」みたいな謳うたい文もん句くには必ず手を出す。誰に強きよう制せいされたわけでもないのだが、もはや義ぎ務む同然であった。


　和樹がゲームをインストールするまでの間に、かおりはマニュアルに目を通していた。さっぱり分からないが、なんとか分かる単語だけを読み取る。


「……このゲーム、人数が同じなら、何人でもチーム戦ができるみたいだな」


「どういうことですか」


「つまり、一対一だろうと二対二だろうと十対十だろうとできるってこと。最大人数は三十二対三十二みたいだ」


「クラス対たい抗こう戦せんみたいですね」


　高校生らしい感想を漏もらす和樹。そうこうしているうちに、インストールが完かん了りようした。


　かおりは指を鳴らす。


「よしやるぞ。早く入ってこい」


「どうやればいいんですか」


「勘かんでなんとかしろ」


　和樹はもたもしていたものの、なんとか同じフィールドにやってきた。ぴこーんと音がして、左上のアイコンが点てん滅めつする。


「このKazukiってのが式森のキャラ名か。芸がないな」


「先生だってKaoriじゃないですか」


「どっちもKaでかぶっているぞ。見分けがつかない」


「つきますよ」


　かおりは自キャラを横に歩かせる。すぐに和樹のキャラクターが見えてきた。


　和樹はキーボードを見ながら、慎しん重ちように操作していた。遠くでキャラクターがもたもた動くのが分かる。


「もっと機き敏びんに操作するんだ。もうゲームは始まっている」


「だからはじめてなんですって」


「わたしもはじめてだけど、わりといけるぞ」


「先生みたいな人と一いつ緒しよにしないでくださいよ……あ」


　ぱひゅっと音がするのと同時に、Kazukiの抱かかえている武ぶ器きが光った。同時にかおりのパソコンの画面が真っ赤になり、ヒットポイントのゲージがいきなり減げん少しようする。


「こら！　なんでわたしに撃うつんだ!?」


「ああ、これが射しや撃げきのキーなんですね」


「さっきわたしがやっていただろ！」


「よく見ていなかったんですってば」


「とんでもないやつだな。授じゆ業ぎようでもそうだ」


「こんなところで学校のことを持ち出さないでください」


　Kaoriのヒットポイントはごっそり減へっている。このゲームは数発受ければ死んでしまうほどシビアであり、当たり所が悪ければ即そく死しすることもある。


　とりあえずかおりは、瓦が礫れきの陰かげに身を隠かくした。


「式森、もっと身体からだを低くしろ」


「こうですか」


　和樹はパソコンに覆おおい被かぶさるようになる。


「馬ば鹿か。君が低くなってどうするんだ。キャラクターだよ」


「それならもう伏ふせてるはずですよ」


　画面を見ると、遠くでKazukiが腹はらばいになっていた。


「おっ、やるじゃないか」


「だってさっきやられましたから」


「なにっ」


　と言った途と端たん、どこからともなくレーザーがが飛んできてKaoriに着ちやく弾だん。見事に死し亡ぼうとなった。ゲームオーバー。


「くっ……」


　彼女は唇くちびるを嚙かみしめる。和樹は感心していた。


「相手の人、強いですね。なにをされたんだか全然分からなかったです」


　呑のん気きである。かおりほどゲームに人生をかけていないのだ。ぬるいというより、これが普ふ通つう。


「……もっとやるぞ」


「えー、またですか？」


「すぐに死んだんじゃ、君もやった気がしないだろ」


「別にいいです。あんまり得意じゃないし」


「だったら上達のチャンスだ」


　強引にゲームを続けることにした。


　通つう常じようならこの手のゲームは、どこかロビー的なところに集合したり、あらかじめフィールドに入って人数が揃そろうまで待つことになる。だが今プレイしているこれは、人気があるのかすぐに相手が見つかった。


　そしてかおりと和樹は、ひたすら負け続けていった。


「こら、そっちに敵てきが行ったぞ！」


「先生、もっと横にずれてください。身体をさらして……あ、死んだ」


「ハエか君は！　ころころ死ぬんじゃない！」


「先生も、蚊かと同じくらいあっさり死んでますね」


　このゲームでは勝ち続けると勲くん章しようがもらえ、グレードが上がっていく。だが二人はずっと最底辺を這いずり回っていた。


「あー、また死んだ」


　派は手でな爆ばく発はつ音おんと共に、和樹が言った。隠れ場所に手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込まれ、木こっ端ぱ微み塵じんになったところであった。


「どうしてそうあっけないんだ」


「先生はどうです？」


「……今やられた」


　画面は真っ赤になっていた。スプラッタモードというのがあって、死に様もなかなかリアルに表現されていた。


「もう止やめましょうよ」


　と和樹。かおりは首を振る。


「勝つまで止められるか。このままじゃ悔くやしくて寝ねられない」


「さっきからすぐに相手が見つかるんですけど、これって僕たちが弱いことが知れ渡わたったからじゃないんですか？」


「あり得ない……とは言えないな」


　大ざっぱにしか分からないが、どうも参加者が戦せん闘とうではなく会話をするサロンがあるらしい。そこで「こいつらカモ」との話題が出てもおかしくはなかった。


　だからといって引き下がっては女が廃すたる。


「まだやるぞ」


「……まだですか」


　がっくりしたような和樹。


「これだけ負け続けると、自分たちの弱点も分かってくる。式森、君の弱点は必要以上に臆おく病びようになるところだな」


「はあ」


「慎しん重ちようになるあまり、敵に射撃ポイントを先に抑おさえられている。連続射撃で穴あなだらけになったことがあっただろ」


「先生も火だるまになってましたけどね」


「余よ計けいなこと言うな。とにかく、もう少し大だい胆たんにならないと、いつまでたってもこのままだ」


「先生はどうなんですか」


　かおりは腕うで組ぐみをする。


「わたしは、そうだな……ゲームの腕がよすぎるのが弱点というか」


　さすがに和樹が呆あきれていた。こほんと咳せき払ばらい。


「突とつ進しんしすぎるのがまずいだろう。敵に引きつけられて酷ひどい目に遭あわされている。君の反対だ」


「二人で足して二で割わればちょうどいいですね」


「実じつ際さいには足せないし割れないからな。よし、またやろう」


「喉のどが渇かわきました」


「水でも飲め」


　ジュースは昨晩、全すべて飲みきってしまったところであった。


　和樹は本当にコップに水道水をくんできた。端はしに口をつけて、ちびちび飲んでいる。


「みみっちいな。もっと一気に飲め」


「水道水ですからねえ」


「いずれ水の一気のみコンテストに出場するかもしれないだろ」


　もちろんそんなものはない。かおり何度かクリックして戦せん闘とう用のフィールドを確かく保ほすると、和樹のキャラクターも呼よび寄よせた。


「弱そうな相手が来るとありがたいんだがな」


「僕ぼくはどうでもいいです。負けるんですから」


「最初からネガティブでどうする」


「だって、勝てないし」


　一理ある。というか、やはりゲームにかける熱意の差だろう。かおりのように熱くなる人間はそうそういない。


　彼女はしばらく腕組みをしていた。そして和樹の方を向く。


「じゃあこういうのはどうだ」


「なんですか」


「次の戦闘でわたしたちが勝ったら、無む条じよう件けんで君の次のテストに三十点プラスする」


「ええっ!?」


　和樹は本気で驚おどろいていた。


「そ、そこまで……」


「真しん剣けんになれ」


「そうじゃなくて、先生が生徒にそんなこと約束していいんですか!?　不正ですよ」


「少ないか。じゃあ五十点プラス」


「だから不正なんですって！」


「どうせ分かりゃしないし、わたしと君が黙だまっていれば関係ない。合計で百点越こえることもないだろ」


「それはそれで低く見積もりすぎ……」


　かおりは、彼の抗こう議ぎにまったく耳を貸かさなかった。彼女にとってゲームに負けることは屈くつ辱じよくなのである。ファッションにもスイーツにも興きよう味みはないが、ゲームとなれば話は別だ。ゲームセンターの格かく闘とうゲームに負けることも嫌いやで、座すわってる椅い子すを蹴け飛とばすこともあるのだ。


「その代わり」


　彼女は付け加えた。


「負けたら訴うつたえるからな」


「な……なんです？」


「君がわたしの部屋に押おしかけて暴ぼう行こうしようとしたって訴える。レイプ犯はんにしてやる。君だけ実名報ほう道どうするように圧あつ力りよくかける」


「酷ひどい！」


　和樹は叫さけんだ。立りつ派ぱな脅きよう迫はくである。もちろんかおりにとっては脅迫ではなく取り引きだ。しかもかなり真っ当な。


「世間は女の言うことを信じる。いまどきの高校生ならやるかもしれないって風ふう潮ちようもある。完かん璧ぺきだ」


「最低です！」


「嫌いやだったら勝つんだ」


「そんなー！」


　泣き叫ぶ和樹。


「うるさい男だな。勝てばテストの点がよくなるんだぞ」


「そうじゃなくてですね」


「あんまり騒さわぐと、今ここで警けい察さつに電話をするからな」


　そうやって黙だまらせた。色々と問題のある手法である。


　こうして意思の統とう一いつが図られ、二人は勝利に邁まい進しんすることになった。


　しばらく相手が現あらわれるのを待つ。が、こない。かおりは首を傾かしげた。


「……おかしいな。さっきまでは入れ食い状じよう態たいだったのに」


「食事の時間とかじゃないんですか」


「わたしはゲームのことなら食べなくても平気だ」


「海外の人なら時差の関係で寝ねてるんですよ、きっと」


　和樹はすでに諦あきらめの境きよう地ちに入ったらしい。妙みように淡たん々たんとしている。


「ぬう。せっかくの勝利のチャンスだというのに……」


「別にチャンスじゃ……。あ、このままじゃ勝ちも負けもないですよね」


「いや、負けのペナルティを倍にする。暴行に強ごう盗とうをプラスする」


「止やめてください！」


　ポーン。軽やかな電子音。画面の右みぎ隅すみが、ちかちか点てん滅めつした。


　和樹が覗のぞき込こむ。


「あ、誰だれか来ましたね」


「来たか。命知らずめ」


「僕たちは負け続きなんですから……」


「こういうのは気持ち次し第だいなんだよ」


　かおりは相手を確かく認にんした。R-doctorという名と、Swordという名だ。それ以上のことは分からない。


「初心者なんですかね。グレードが僕たちと同じです」


「いいぞ。こいつらを、わたしたちの踏ふみ台にする」


　実じつ際さいに聞かれたら抗議が来そうな台詞せりふである。かおりは手の汗あせを拭ふいた。


「式森、やるぞ」


「はいはい」


　カウントが始まる。３、２、１。スタート。


　舞ぶ台たいは今までと同じく廃はい虚きよである。一見普ふ通つうの町まち並なみだが、思わぬところに穴あなが空いていたり瓦が礫れきで塞ふさがっていたりするので、油ゆ断だんすると迷まようことになる。


　かおりはいつもより強く、キーを叩たたいていた。


「いいか、今までの特訓の成果を見せるんだ」


「特訓なんかしてませんけど」


「あの辛つらい敗北を忘わすれたか」


「ただ負けただけです。得るものなかったです」


　それでも二人のキャラクターは、今までの経けい験けんを生かし、慎しん重ちように進んでいった。


「式森、なるべく近くじゃなくて、遠くを見るようにするんだ」


「ゲームに近くも遠くもあるんですか」


「あるよ。距きよ離りもきちんと計算されてるんだから。あと、敵を見つけたらこっちも見つかってると考えた方がいいから、撃うつんじゃなくて隠かくれる」


「なるほど」


　Kazukiが物もの陰かげに伏ふせた。


「なにしてんだ」


「今、見えました」


「早く言え！」


　Kaoriも身を隠す。崩くずれかけた建物の後ろで腹はらばいとなった。


　そうしてからじっくり観察する。視し界かいが限られているものの、撃たれるよりはマシである。


　いたのはSwordだった。ちょろちょろ変な動きをしている。前に進んだり、下がったり、その場で飛び跳はねたり。まるで子こ供どもが砂すな場ばで遊んでいるみたいだ。


「なんか、変わってますね」


　和樹が呟つぶやく。


「いや、あれは高度なテクニックだ。油断させてこっちをおびき寄よせているんだ」


「はあ。それでどうしますか」


「回り込む。わたしが左で君が右からだ。ぐるりと円を描えがくようにして挟はさみ撃ち。いくぞ」


「はい」


　キャラクターを中ちゆう腰ごしにして歩かせる。瓦礫を乗り越えるたびに視界が上下して、３Ｄ酔よいをしそうだ。


　と、隣に和樹のキャラがいた。


「こら、なんでこっちに来たんだ！　右から行けって言っただろう！」


「こっちが右ですよ？」


　和樹が呆あきれたように返事をする。


　かおりは箸はしと茶ちや碗わんを持つ仕草をした。確たしかに、反対方向を歩いている。


「こっちでいいんだよ！」


「僕がですか。先生がですか」


「どっちもだ。このまま攻撃する」


　早くも作戦は暗あん礁しように乗り上げた。となると、あとは個こ人じん技ぎ量りようの勝負となる。そしてこの二人は今日はじめたばかりの素人しろうとである。


「気合いでなんとかする」


　瓦礫と陥かん没ぼつを乗り越え、大回りしてさきほどの位置付近に戻もどってきた。


　相手のキャラクターはまだそこにいた。手を伸のばして振っており、まるで素振りをしているみたいだ。


　KaoriとKazukiは腰を低くした。


「む……あいつはまだああやって囮おとりの役をしているのか」


　かおりが呟つぶやく。


「本当に囮なんですかね……」


「戦ってみれば分かる。式森、突つっ込め」


「作戦はどうしたんですか」


「全部チャラだ」


「嫌いやです。先生行ってください。僕はまだ死にたくないです」


「こら、教きよう師しの言うことが聞けないのか」


「負けたら僕は犯はん罪ざい者しやにされるんですよ？」


「このままでも犯罪者にしてやる！」


　二人は言い合いばかりしていて、まるで周囲に注意を払はらっていなかった。第三者がいたらさぞかし呆あきれたことであろう。


　そんなことをしているうちに、画面に動きがあった。


「あ……いなくなりましたね」


　和樹が言った。さっきまで遊んでいたキャラクターが姿すがたを消しているのだ。


「しまった。逃にげられた。なんてキャラ名だっけ」


「Swordですね」


「そいつを追うぞ。君が右から、わたしは左から探さがす」


　互たがいのキャラクターは回れ右をした。そして正面からごつん。


「痛いたっ」


「痛みを感じたんですか。ゲームなのに」


「うるさいな。そういう気分なんだよ。それよりなんで突っ込んできたんだ」


「ですから、僕から見たらこっちが右なんですって」


　いきなりキャラクターの足あし下もとが弾はじけた。着ちやく弾だんしたのだ。


「撃たれたぞ!?」


「どこからでしょうね」


「逃にげろ隠れろ！」


　KaoriとKazukiは走って逃げた。そして、爆ばく撃げきでできたとおぼしき穴に飛び込む。


　続けての攻撃はなかった。


「してやられたぞ」


　歯ぎしりするかおり。


「やっぱりあいつは囮だった」


「そうなんですか。てっきり勝手に移い動どうしたもんだと」


「いやあの作戦はベテランのものだ。油断しているとやられる。油断しなくてもやられるかもしれない」


「どっちも最悪ですねー」


　二人のキャラクターは匍ほ匐ふくのまま進んだ。こういうこともこのゲームではできる。


「いいか式森、わたしが思うに敵の居い場ば所しよは、ここから右……東の方向にいる」


「どうして分かるんですか」


「着弾の方向だよ。レーザーだから、弾道が見えた。やっぱりゲームだからそのあたりでわざと手がかりを残すようにしてるんだ」


「そういうところは鋭するどいんですね」


「褒ほめ言葉だと思っておくぞ。だから東の、さらに東側を回り込むようにして走る」


　彼女は指で空中に半円を描えがいた。口で説明すると、さっきまでのようにミスが多発する。


「敵を見たら撃うて。遠えん慮りよはいらない。接せつ近きん戦に持ち込んでしまえば多分有利だ」


「そうなんですか？」


「さっきのふらふらしてたキャラは、ゲームそのものに不ふ慣なれのようだ。勝機はある」


「凄すごい。なんだか指し揮き官かんみたいです」


「教きよう師しだからな」


　直接は関係なかったが、彼女は修しゆ羅ら場ばをくぐってきているのだ。たとえゲームでも、そのあたりは応おう用ようできるはずであった。


「行くぞ！」


　飛び出して走り出す。実際にかおりが走っているわけではないが、高こう揚よう感がせり上がってきた。


　半歩遅おくれて和樹がついてくる。時々発はつ砲ぽうしていた。


「いたのか!?」


「いえ、撃ってないと不安で」


「初心者か」


　そうですよとの答えがあったが、無む視ししてキャラクターを走らせる。眼がん前ぜんにビルが出現した。


「わっ」


「さっさと走れ」


「やられちゃったんですけど」


　和樹が万ばん歳ざいしていた。


「なんだと!?」


「そこのビルから撃たれました。多分屋上です」


　振ふり返るとKazukiが倒たおれている。リアルなことに血まで流していた。


「よし、君のかたきはとる」


「頑がん張ばってください」


　Kaoriはビルの入り口に飛び込んだ。エレベーターもあって通電していたが、ためらわず階かい段だんを駆かけ上がった。


　簡かん素そでそっけない作りをしたビルだが、これはゲームのためにこういう構こう造ぞうにしているのだろう。階段も螺ら旋せん状じようにぐるぐる回っているので目が回りそうだ。それでも時々瞬まばたきをして正気を保たもつ。


　鋼こう鉄てつ製せいの扉とびらが見えた。屋上だ。


　キーを連打して開ける。


「覚かく悟ご！」


　転がるようにして屋上に出た。同時に射しや撃げき。


「やった……ありゃ」


　誰もいなかった。そこには無人の空間があるのみ。人っ子一人見えない。


「先生、勝ったんですか？」


「……いや、相手がいない」


「逃げられましたか」


「多分」


「じゃあ下りた方が」


「……そうだな」


　Kaoriはやや気落ちした風ふ情ぜいで、屋上から階段に戻もどった。今度はスピードを緩ゆるめて下りていく。


　エレベーターホールに出た。するとちーんと音がして、扉が開く。


「ランダムで動くシステムなのか……ん？」


　エレベーターの中からR-doctorが出現した。そして発はつ砲ぽう。


　かおりの視界は、本日何度目かの赤で染そまった。





　画面ではゲームオーバーのロゴが踊おどっていた。


「うーわー」


　かおりは真後ろにひっくり返った。


「負けたー」


「やられちゃったんですか」


　和樹がこっちの画面を眺ながめていた。


「ありゃ」


「……ありゃじゃない！」


　かおりは起きあがると、和樹の肩かたをがっしりと摑つかんだ。


「なんで下へ行けなんて言ったんだ。おかげで死んだぞ」


「え？　だって下におりなきゃどうしようもないじゃないですか」


「ここから狙そ撃げき体たい勢せいになればよかったんだよ。そうすりゃ君を援えん護ごできた」


「僕はもう死んでいましたって！」


「言い訳わけはみっともないぞ！」


　かおりの腕うでが和樹の首に伸のびる。彼は急いで振り払おうとするが、指が喉のど元もとに絡からまった。


「先生、やめてください！」


「できの悪い生徒はこうだ！」


「ぎゃー！　……あれ？」


　和樹の目線が動いた。かおりの使っていたノートパソコンに注がれている。


「先生先生、なにか光ってます」


　かおりもそっちを見た。メッセージを受信することを示しめすアイコンが点てん滅めつしていた。


「誰だこの非ひ常じよう時じに」


「非常なのは僕です」


　その台詞せりふは無視して、アイコンをクリック。メッセージウインドウが開いた。


　英文がずらずら並ならんでいる。和樹と二人で目めを這はわせた。


「……なんて書いてあるんでしょう」


「分かるか。……なんか、ゲームばかりするなって書いてあるみたいだな」


「そうですね。休日くらいゆっくりしろみたいなことが」


「……なんか腹はら立たってきた」


　かおりは再ふたたび和樹の首に手をやった。


「なんでゲームに負けたあげく、説教されなきゃならないんだ！」


「知りませんよ、親切じゃないですか」


「大きなお世話だ！　名前はR-doctorだな。覚えていろ、今度出会ったら復讐してやるぞ」


「会えるんですか？」


「こういうやつは、どんなゲームでも同じキャラ名にするんだよ。今度は格ゲーかカードゲームか、他のなんでもいいから勝負だ。一対一で戦え！」


「聞こえませんって」


「薄情な教え子だな！」


　和樹はなんとか締しめられないように苦労しつつ、言い返していた。


「だったら負けなきゃよかったじゃないですか。負けっぷりの悪い……」


「あ、そういえば負けたらペナルティだったな」


「思い出さないでくださいよ！　僕のせいじゃないと思うんですけど……」


　かおりは和樹を窓まど際ぎわまで引っ張ぱった。窓ガラスを大きく開ける。すっかり暗くなっていた。


「君を訴うつたえてやる！」


「そんな……！」


　かおりは外に向かって大声を出した。


「誰か助けてー！　お巡まわりさーん！」


　夜の町にかおりの声が響ひびく。


「ちょっと、止やめてください！」


「乱らん暴ぼうされるー！」


「止めてくださいってば！　みなさーん、噓うそですからー！」


「助けてー!!」


　二人の大声は、いつまでも夜空に響き渡わたっていた。





　　　　○





　紅尉はマウスのボタンをクリックした。


「ふむ。こんなものか」


「終わったのですが」


「ああ、終わった」


　凜の言葉に紅尉は返事をした。剣豪少女は、ゆっくりとした仕草でお茶を飲んでいた。　彼女の前にはノートパソコン。紅尉の前にもパソコンがあった。




[image: ]


「勝ったんですか」


「勝ったとも」


　二人は紅尉の屋敷にいた。そして脇には、輸入ゲームのパッケージが置いてあった。かおりが買ったものと同じものである。


　凜は湯飲みを置いた。


「簡単だったのですか？」


「そうでもないな。ただ、伊庭は建物に入ると階段を使う癖がある。うまく裏をかけたのが功を奏した」


「私は役に立ちましたか」


「もちろんだとも。あの二人が引きつけられていた。混乱もしていたみたいだ」


「それはなによりです」


　凜はゲームが好きではないし得手でもない。頼まれてプレイをし、慣れないキー操作で適当に動いていただけである。


「付き合ってもらって悪かった」


「いえ。菓子を買ってもらいましたから」


　紅尉はキーとマウスを操作する。動きによどみがない。


「先生は、こういうものは得意なのですか」


「いいや、はじめてだ。この手のものも、したことはない」


「お上手でした」


　彼はまるで年季の入ったプレイヤーのように、自分のキャラクターを操作していたのだ。しかもマニュアルは一度見ただけであった。


「Kaoriが伊庭先生で、Kazukiが式森ですよね」


「そうだ」


「あの二人は、仲良くゲームをしていたのでしょうか」


「どうだろうな」


　きっと口喧嘩をしながらプレイしていたのだろうと、紅尉は想像していた。気が合う合わないというより、かおりの性格がそうなっている。


「なにか伊庭先生にメッセージを送っていたようでしたが」


「見るか？」


　ノートパソコンを動かし、送信したメッセージを見せる。英文だが、これくらいなら凜も分かる。難しい言い回しは使っていない。


「これは、注意したのですか？」


「伊庭はもう少し真面目になった方がいい。女らしくすれば、もっといいかもしれない。綺麗になる」


「はあ」


　凜はじっと、紅尉を見つめていた。


「どうした」


「その……紅尉先生は、伊庭先生のことが気に入っているのですか？」


　いきなりの質問だったが、紅尉は特に動揺しない。


「どっちだと思う？」


「答えた方がいいですか？」


「いいや」


　紅尉はさらっと言って、この話題を終わらせた。凜も特に続けたたりしなかった。


　剣豪少女は再びノートパソコンに向き直った。


「さて、このキーを押せば、、またできるのでしたね」


「そうだが、神城君が自分からゲームするのか。珍しいな」


「自分の分身だと思うと、愛着が出てくるものです」


　画面が変化し、再びフィールドが登場する。紅尉も彼女と同じところにキャラクターを出現させた。


「気に入ったようだな」


「そうかもしれません」


　凜は、照れたように笑った。






　あとがき







　明けましておめでとうございます。築つき地じです。といっても、もう二月ですか。早いものです。





　もう何冊目になるのか分からないのですが、まぶらほの最新刊です。ドラゴンマガジン誌もリニューアルし、このシリーズも装丁が変わりました。背表紙とかのデザインが変更になっています。古い版を持っている方は、比べて見ると違いが分かるのでは思います。今の方が文字が見やすいかも。





　あちこちのあとがきで猫のことばかり書いているのですが、ここでも懲こりずに猫話をします。我が家の飼い猫のことなのですが、こいつが大変健康的です。元々夜や行こう性せいのはずなのに、なんと夜に寝て朝五時に目覚めます。まるで早朝マラソンをする人のような時間帯です。どんなに遅くなっても七時には起きます。そして各部屋をパトロールし、しばらくぼんやりしてから遊んでいます。午前中はわりと活発です。


　野生生物も人間と生活していると、夜型から昼型になっていくのだそうですが、この猫の場合はちょっと変です。なぜなら、人間である私が夜型だからです。寝るのは朝五時で、起きるのが昼過ぎ。一番活発なのが夜中と、どう考えてもこっちが野生生物です。


　作家というのは夜型が多いです。正確な統計を取ったことはありませんが、そのはずです。やはり夜の方が世間が静かなので、なにかとやりやすいのでしょうか。中には釣りが趣味なので、完全な昼型という人もいます。


　うちの猫は、本当なら私に引っ張られて昼夜逆転するはずなのです。ところが健康生活を崩そうとしません。私も今の夜型を崩すつもりはなく、まるで神経戦のように双そう方ほうが生活パターンを守っています。こうなってくるともはや意地で、私は猫にならって生活を変えるつもりはないのです。人間のが偉いのだ。


　ほとんど勝負事です。ですがここにきて、情じよう勢せいに変化が訪れました。私は朝五時に寝て、猫は五時に起きます。この猫が、せっかく布団に入ったばかりの私を起こそうとするのです。


　最初は可愛いもので、ほっぺたを肉球で軽く叩くものでした。ところが起きないと見るや態度を一変、首の上に乗っかって圧迫し、爪を出して鼻を引っ搔かきます。とんでもなく痛いので、一発で目が覚めます。そこで起きなくても、苦しいので目覚めます。


　おまけにニャーオニャーオと鳴き、絶対に手を抜きません。身体を起こすまで繰り返すのです。ここまでしてなにをさせるのかというと、単に食事の要求。寝る前にあげても、「もっと寄越せ」とやってきます。「そんなに食うな」と思うのですが、食べないと気が済まない模様。ごく少数でも満足するので、結局あげることになります。





　この本は、そんな猫との戦いで敗北しつつできあがりました。朝型になれというお達しのような気もしていますが、私も意地をはっているので、当分攻防が続きそうです。ちなみに猫の名前は「なつめ」。オスなのに。


　ではこれで。







二〇〇九年一月二十五日




築地　俊彦





　初　出





第十九話




　　……月刊『ドラゴンマガジン』２００７年１月号




第二十話




　　……月刊『ドラゴンマガジン』２００７年２月号




第二十一話




　　……月刊『ドラゴンマガジン』２００７年３月号




番外編一




　　……書き下ろし




番外編二




　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・よん～





築つき地じ俊とし彦ひこ






[image: ]


平成23年12月8日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2009 Toshihiko Tsukiji, Eiji Komatsu/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P171.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
FOIF

~UeBhDE dhz \ \

/(PN l\\ .
mwas | [\

) "‘\ / P { T — ‘,\ 3 “"7)'
N AS5AN BHA~U
TPV TN






OEBPS/images/P107.jpg





OEBPS/images/P019.jpg





OEBPS/images/P051.jpg





OEBPS/images/K004.jpg
— \
y B (‘i .

g nﬁomm%@@ém@oé

ML [ R4 £ 8OV 215






OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P239.jpg





OEBPS/images/P137.jpg





OEBPS/images/P115.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
QIO 0N

1< | e n&/&

[t






OEBPS/images/P187.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
FhiLE
OOTLELVT

3REF. RRBHSF, AV v—

T 2—I& )L\ Rigae ]
U EBED. I\HRTE 21—

@asr
51

A (=X OfERw (FZ>Jv<

AYBH ). M [1IFAS

Bl

(MFXZRE J) ¥R D3z E
SENE) %,

1 (D7

T Q"

i





OEBPS/images/P033.jpg





OEBPS/images/P063.jpg
rJl ,\ [ﬁ/ f»

”ﬁ fbr/ﬁ






